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化埠反応ヒしての7ルドール癖各は・qO

欧上も釦二敢乾に触られていた。この艮帝を魔

境頂3喝養β雇Iageを塔乱し命亀したのは∴

Mey屯品0†としk鵬れ正けであったp象・手渡品息ふ一息

壷ei（2烏唇7新二艦車扱蒔的に再Ce卜去Ideら示

懲ら塩鼻触感にさ3癖各で、hexose五姐成育

急ことを寒暑した。

新開年後、軋0、苗SCh針　と鮎か持）指、この

貌鶴やご凰甚櫨条件芋で31yC針aidehγ巌から壊

滅されL dd hγγ　卜OXγaCe寸0neを利鞘してい孟二

法∴宣∵示した。姐と勒パ谷内にみいてこのふう竃、乳

東粟起こっていることを最初に観皆したの鱒、

沌y針ho子とLoh印紙㌦）であった。破肇将、この

祢扶こ寸08e－LG岬♭rsphDSPk司十色拝叫－lノ6一指）と

品申roxγ批e十〇杷PhospL姉色とわJ磯瓦－て女瀬

司3筏陀粟、ウサギ鮪瞬掘出液中で可過的に

敬ことを見出した。色の後、板γ色晶〇千と

豪隠iぷ忍いれ曾（5）将lq3g耳に、紡画布虫液中に

d高yd用Ky批射0na声DSP摘寵と8号こ色届揖γ巌

3中0ざPh狛e Lのヰ衝に喝与司言放の鴫豪打l



之

乱して113　こ　とを東した。さらに四36冬、

欄藍y轟五㌔ 拓）澤拷桑の取壊隼同区ぶり、最

的l二Ai毎亘ヤOXγ鈍色十one声Ospha十eガ多くの

alAehydeと磨嶺倉牒為こと軒可能であ3こ　とを

4添　し　た。

～．草HA」ノ6－Pzの閉裂に∂リ彫織ごれ孟ものガ、

強頂けCか融ヰ錆声e叫うーP OO F摘座であきこと町

慧針ちれ明、倉庫の反応やご毎払∂十；orL1に膏了すち

郡であ護　こ　とカ月痩剰丁れた。

CH（OPOへH

2、‾′JL）3▲▲2

C＝O

J

HOCH

I

HCOH

I

HC0万

1

、く

Equat土on1

7”20PO3”2
C＝0

l

CH20H

仰脚＿＿鵬ゝ　　dihYdroxyacetone

phosphate

Aldolase

CH20PO3H2

Fru－1′6－P2

十

CHO

f

HCOH

‡

CH20PO3H2

tr土ose－

phosphate
i SOmeraSe

2
CH〈OH

D－gLlyceraldehyde－

3－Phosphate

C＝0

ト

CH20PO3H2

d土hydroxy－

acetone

Phosphate

この複応の通夜歯及び勢力尊的極瞥指事乾頻

発弼乳ごれ、その纏寛厚眈ye晶of躇）こより岡引

lこきと　めて螢壊された。
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四ヲら耳、省scheい　と飴色巨侍、三拝埠桑的了ル

ドニリレ細伊にみいて、漁舟コ甘 碑芋で1

むhyd州Xγ員は十〇蛇とP－9号Ce卜ろ局でhydeか与捜

絨ご 碍3化合物腐、D」〔卜此毎ゞe、D－SD卜』嘩

レP－PSiこOSe艮睾‘p一拍匂射oseのみ
であ急　に

驚凍、かわら耳〔軸摘†rOn′2）、C－3ヒC－一身の束

連声 やごトラニスの五庵紀鼠である芝碑薇の娃

審判、耳等わちD一子…こ十oseとP柵SD巨♭0ゞe Lか

声，かし等t、＝　とを諷忠し一た。
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摘ehydeとよ車d巨OXγaCe毎ne phosph∂ナeとの

でF叫二し昌一P之とLSO晶05e－1p晶ゞPh字e

の新組織し了た（q）。これら芝魔薇のトラ＿ンスア

イリマ㌦指、凝桑雲の他鼠の東銀農の立体厨と

併し聖であ孟・D－SOト♭DSe－　rP OSP a†巳　と

3の位置の東療養の立体配己乳　。型であ

愚上手卜鵡bse－1守hDSPh千代は堤防しなかったp

へ慧のきうに、癖桑鰍増にさるアルト∴ル塵倉

敷応闇、トランス曳埼顔乙鼠のうちの1薇観の

泰平互楓繊巧3　ヒ　いう稗展性喜市した。

兜に・F…貢DSe－し6－』㌻律ho押し81－e a日高烏醸

碓二つ＿いて運べ、急。

Al o滝seは、癖71レコ一　日／のアル　げル醸

互触イ雄司　3車各 ヽ■ lて：つけられた名称であ為。

愚の＿うち、下軸C十OSe岬し6－♭rspLospha十色摘DI独

（巳、さ一、勘I．2．1う）腐広く分布し、東海毅の吐軍

恕瀬高、ら落馬に錮梨で予言　ことから、創doね昭

の犀聖とも言える。収て琴線では、下れ化手がe－

し義一brぶP晶叩摘十已　a侵0hge　を蛍に創dDla∫e

ヒ絶頂。
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釦よ。き∂se持、事象私兵ロられて　い3弘ヨ句の樽と

んど頑笥べてド 毘し　てい　る。　しわ、し、あ3

の八キロ木傲ま行等．1、己川昆色町鵬y云hPf線

路甘璧堀して．＝∵31げ㌦7十千り了に仔、葦醜蚤亀・t

経L等l、こと粟l知られてい3（q鴎

釦巨。l∂seにさリ絶域され37ーレド＋ル牒醸魯

諷紅において、転十〇　十いiosQPhosp厄十色である

融hy轟oxγaCeb肥　P・0ぶ症短等、薇々の

斎服恒色と藤倉反転i鹿ニして、薫蒐数々か

ら旨　の敏域勒粟格らかし為。これらの　反応薄、

崩抑色。keレ（－t）や現川寸十色〆∫之）にさ車扱俵言直ていヨ

仇為れ。ルう）。

？H20PO3Ⅰ‡2
C＝O

f

CH20H

Equation　3
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β二組臥　一項投的墟定温の盲醸北登、

即す。∂局怠恒星車の和∂・

免型温

各薩攣

∂敵中e瞳f神川∂lc重e恒e）・メサル竃の噂

（aceねalくkhγde）、磯谷苔の滞りヒド面魂磯

の廟噂yほいal長里e針両拍S蛸函あ急。
これ′らの 配り二酸化ざれて113偽金澤、l差酸化

レ〆

コ択てい等Il場合に把ぺ∴渡く複ぬ祇一塵了か。

牽可ギ梅肉の封　0ねぎe掲・か行轟0人／古とe東川已

画DSPh的e　を此櫓の反応賽境として勢家し、

襲滝謂与のaldehydeとしてD職9卜yCe、いれ巌恒e

温室に遭訳し、凝濠3　と堤にみ口蓋立体配盈

歌斗ランスであう叶卜叶えを特選的ヒ生産可

慧胱管を為してt13陶と　絡母及び感、乱数の

創立olaSeにおいて将、リ　ン般イピコ勅やdlde恒e

fニ対して強い澄詔：極∵ばあリ、それl二女す舵して、

軍用－し6－P之のオ双、千八人C十ose・－1pp ospha十已

〔率仙－トP）さり気遭一に分野され3。

二の分解鹿渡の比仔・ウサギ筋肉で如：1、

母ではこの適きり澤急かに高く、苗わ1レ＞

ソウゼ持しレ甘く　とも25：Iであ3由井～－残　しカ、し
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朝の野川軌こおけ言動Aol∂ざe侍、干卜“－し6－ア之

麗∴早い拭州－トP　と　を悟ぼ同　じ

如ガ）」思伏十ha卜占寸

綾で僧、 頂急（仰）
○

匿）は．軒緻iニ握手仙岬し6－7乙

を素質と頂上嘉一毛＿のと、干…－上平　互恵哲と巧言

ァ、25線 のA侵Dはse富希籠頂き　と．考えた。　しか

親し、この月琴嵐双・耳の肝臓－すら緬晶聴コ直ても

窟‾去、画題凱二割頂議比頚極群吏わら甘かっモ
L一一　、

幣，二丁．‾

肺‾、

約－－9●■●

とから、軍等磯舟dbは把持殉諸富養敏と巧言

と甘利弼した。又、天象の寛におけ為

轟はplaseも簡フ線甘他智東、あ為こと裾．一最血希

慧れた鍋。首あ、．離日毎度日東あ∴射＆pほざ巳に

tだaいちoxyPeP十月的e麦作弼させ畠と、F州－Lg一鞄

鎧鍵巧言詣櫨ガイ払了下し、鼠か口上、桁目敏由

ニーのAはola写巳　と間

断∵乙113（25ノ26）。

の連夜揖二を希 ニ　ヒ東ご毎日ら

肇日に射すp拉持草やト凝、嶺にっいて＿蓮ペ急。

創d。ia陀摘、食偽尊者極の象にきり　芝尋唾嶺

に分数でヨ　急。二の倉島啓蒙腐持、ネガめ、

納品払い・3　とこ右打イS寸イd＝～（27）にきり観察丁れた。

色の挽、R直す町や）により瀦しく御免ごれ、竹
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麹の施薇の1つとされた。C∂ぎぎエAはbねぎ已

詞上∴蘭鞄濠、頚再法規l 熟考∴レナ　仁科桓

郵　さら仁昔モ鼻敏云＿二　S。信†f塩基の車間碑

を靭成す急（aq）。∵十方・CIa99　丑　創dDは陀且

卑し　トト　仁丹 為極東・阻填て 、思壕と

窺料け打嗟牒亘打閣ノ体を彬繍博吉二と将甘い。

£圭蓋ぎSI A侵。拍se明視紅麹親指、Pkrざ乳　と

崩師恩こ巌巨画に募り 正された。二の詠痔務楓

勝・凝本的皇＝毎払折roル3に蒐しモ反転磯風

鞄針適すioル射こ、最も展望的甘鼠・信千円息蔑左

豹蕨寄る女は。涛妃の玖電機磯遁希した。ニ巧

敦薄明壊1線帽で、射よDはほのIysr㈹埠基の

三一7　ミ　ノ との間ドSこい揮亀塞敗・聯疎

慧れ為。この後蒔車間係将、東泉状箱ウ

瓦した薇ノ射おはぎeを鹸ガロ永塚＼解がす3　二と七

還り、庸一β㌦冒墓yCeいy＝ySin・巳　であ3ニヒおご施

療鳥目れモくれ㍉う）。詠応の壕芝段稽i竃「わlレ′ヾニオ

ンの覇佐織であ急。二のカ　レパニオンのみ在侍、

象仁∴仁等如沌紅反応や亘ニプロトンガ鼠頒マれ
J



？

Equation一一4－

㍗20PO3
C＝0

CH20H

＋ⅠⅠ2N－1ys

d透hYdroxyacetone

phosphaヒe

B　‥…BH　？H20PO3

ザ攣∴弓画一もys

仁carba中On‾【Of
ketimlne…Salt）

？H去OPO3
C－NH－1ys

Iぞ

CHOH

（enea這ine）

ーH＋

C＝N－LyS

l

二三二三三‥三二三

＋H20一一一CH20H

（ketimine

Sch土ff－base）

一宇H20PO3

→守響‾Lys
HOCH

l　＿

HC＝O HCO

→1－1　　　　　　　I

仙R R‾

＋H＋　？H20pO3

ヽ‾　　r　‾‾‾‾‾　‾‾‾‾‾‾

ーH
宇＝甲‾Lys

CH20H

（ketimine
）

・

1

■
t

⊥aS

草薮牒葦s
BH B

HOCH
事

HCOH
I

R

aldehyde（alcoh01ate of　　（ketimine sait）
ketimine salt）

干H20PO3
C＝N一五ys

暮

HOCH
l

HCOH【
‡

R

－H20
－－二　一一一一一【一一一一一鵬－→

㌣20PO3
C＝O

l

く　　　一　一一一一L一一一二一　HOCH

＋H20　　Hと。H
I

R

ナ　H2N－もys

（ketimine Schiff－base）　　　ketose phosphate
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羞∵急ニ∴から寵哨されモ匝～36）。橡lてこの比叡的

恕療育労＝′ここ苛車中碕碕為為を首、克十十か

轟け。椚e十厄neを略儀反応溶鹿中に和えると藤

色牒鳥ことにきり、鼠痺鹿明言れた誓れうq）凝血

で音色XaC錮DPk釧0巨∂雨に彦3カルノヾtニ牙ゝ

聡的酸化反応からモ確めら新てI13紗。

ニ胡乱礫艮蒔相、薫養う他の東急を利関して

塩、急。丈、二の乳頭反応薄・ニの度封－3の他

＼豆一塩棒椅鼻的寄食昌合意終濠やご触繊巧3　とIl

寿、採繭から如ら朗てIl嘗観療触草と－乾し

覆い急。融冊塩基ヰ綿棒中に艮窺他車畠L

蜜二亀姦合粟藩嵐巧言　という　こと将、ニ巧

感謝材鹿妻車間碑に立てゝ北本東急作間マヤ

為ニヒ　区議l上碓鹿されモ瑚誓

夜露の攻の段曙で将、う。信拝趨患q†カlレイJt

ニオンに∂晶h声色やご毎合し、巌終生蕗甥だ示

肇護。これら頂べての　艮粒は申渡．的であり、

惑囁　ヒして下れん－LG一指あるいはAih′dMXyaCe十川e

p朗や長打已ヒ　直Le卜a d電与已－うーPhosph∂恒　を網

いても　良種伶牒新平かト．進みや



のT毎町拍車晶守姉竃　も 唱で

慧手相C†0肥州ムーP OO P摘十eと膏駐韓に駈鉦腎

萎痺綿棒左肺繊巧3ことからこほざSエヒ分鞠

でぞ嘗結わ。二の複合イ刹竃下川打0陀岬し6～♭ござ

車PSPk狛已議は0如巳　の磯金峰爵ij 象であり、

東森ノほ宜ウ儀に募り還元し甘く篭言も巧か

痩∵ヨ∵急。＋、又、禎冶、確に指．d；hyA汁DX／雛思すDne

sp a狛e　ヒして終合してみl上　この 各狗

鼠永覚化丑ウ壕で濃蒐した経線如来か鰐を巧

落ちと、止一粒恒e丹＝γが札だ正偽られた偶）ら

しガし甘正tら、丁レ．anS射AD曇ase　甘適＿鶴の

射輿嵐㈹宰亘打轟やメ拙守縞寵と嶺金棒を雅曙

£∴9㌦ト。∵これは・下…C寸OSe－し6－♭ぎP晶sp純

融ム烏持e L天守く　撃も3日隠 であ議。胞の

軒射長汀洋嘘．菱風音杉繊巧為射おはぎ∈について

絢作だ　と揖PeCk空言呵鮮麗庵してい竃。

Schi拝塩麓を彬甜頂急Iysine拷遍の鹿にも

いくっガの茨商魂楓に関与して　いる7÷　ノ磯

肇藩宜、カヤガ筋肉／射doはseにあ1｝て∵愚妻巨√

れてい盲。中でも最竜〟興味ラ賢いの将、Fr几－し6－－

＼　二、
一▼ヽ

「　－■一・

上芦
ノ

／
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亀左遷蜜と頂護持守、州よ。laseの已茸鴫・の

斗㌢rO慧拍e嫁選ば・魔境の聞饗ド最も触覚の濁

るA鳥Dはseの立場蔑蓬をノ傍簡司孟埠に＿、おそ

らく閣僚ガあ3ものと粗われ急l責、である日ム誓

この已まつ嶋の7㌢折051円e額妾去C∂晶oxyPeP宥轟e

頂3こ　とにきり瞭ぐ　と、封AD重責妃の下れん〝

レ嘉一隋に吏マ寄るラ魯正弘のみやご低下し、下レ払－ト岬ア

鎧頚苛瑠葛請け隻と将ぼ雪し　く　等㌦仁て　L aう。C

瓢｝施以外のヤ㈹写7円だ殉藩とてセキル北頂3ニ

虹lニ護っても、鯛壌洛廊竃偵て笥議付聖これ

人，らの虚像や、ら、ヤ㈹Sinを頭漫相磯豪放針路構

宝こみいて略字乾甘放射茎才象って　いると堀矧巨㌦h

き急。

ウヤギ梅肉ノ卯doia9eあ・さが Can右　∂ 才巨∂托ざ岬

惑鳥。139eにみいて、損S寸鳥rne　碍蔑おご一触璃

に閣与しても、盲と為えられている似莞　ウ彗

／郵断固鋸d。iaほの場合、感激勘として　卜OSe

♭象れ日射を印しlて尭線化頂3し　い再新化e預、

の璃象と嚢に鈎壌褒拍隻双務申した。Cd晶0ツー

p魚戸圧いきSle　勉増と選首リ∴一宇レ扶ふし6－ア2，㍍一坪
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こ突号頂為創。滝geの蕗梅園、嚢に同軍康の覇、

少密観られ．準。

適⊥艮£ガら伊幽したTP■an．ぶaido血色

にrPSe b色れ9al嚢各芋で姐線化と梧呈ケとし

1ろトキ蟄リl朴矛のhig十鳥ina

浮われ急　と　珂

竜骨俵

に、魚腹にガっ亀倉、に、超蕗

級密旅われてし召ろ仲7㌦　SChi伴亀甚一喝素裸

碑へのト車チウ左や飯井込凍項、験・の鹿渡か
tら、あるいi竃SC信揮亀蔑視各停が兜線化f二両

五線；舵纏え菟頂ことから、Tt帥れ針aD‖ほざ・夜

率において揖ぶ十品ne魂息は、壕適しモ

新車hyde藩皆からプロトンを蔓り取る根昌を

観しているとコ此てい盲。この∵き′うに・ウサ

ギ酪肉刺J。摘S色と1㌦糾Sa局0拍se　との良種

笹∵品目丁＿5鼻笈的宮詣逢、童調、SC信吾嘘竜で

釣プロトン最強良種施誰にあ3殉。

Cはss丑射占。iase　は、略儀の孝を息陵やぶ日

豪式敷に鰭亀櫨やごある　ことから、あ護り頸く　闇

御腐言れてい等日射亨三　盆鳳に励みした線審丸

紅についていく　つかの撒鼠ヵご虫コれて1、3歌’、



／≠

登相違簡ノ橡倉ノ路薄みのところ得られてい甘

詔か。竃心サ十色r柳に首慧と、 指遍；桓表やPXグー

配色十〇軋e Phospk針巳の周桑2億のサトと磯谷

棒を形成頂きことに∂リ、3他の発桑に負敬

包塩蔵で宅急視軌沌商ってい30　－そ♂巨十募

濫、、 凰将、藩臆し管ai壷申巴のカル五二ル選

劉二象触金一の亮卜凝ゑち促過言ゼてい急0　コら

安置。鼠は伽S正Aid。Ia陀持C拍sgェ射d（フ海S色の 7膚

萄蔓扱い魂陵駕あ急ことから、愈凰腐鱒桑の九

番観象言う鼻性徴甥．に風刺甘鹿嵐に碑っ億拍収

藩と虜えられてもー急明。

増Rropd∂化　とCh・r－S寸eれ闇1d汗サ轟OXγ∂Ce寸C勅e

終0ぷPk狛色　の各在了で、C伽ぷ丑Aldolaぶeヒ

かれ津相田已軌a軋e　との涙兎将、Clagぶ工にお目7

蔑夜薩と同線に塩もことを弼らカ1こしモj夕。

これl竃、CIasHヒ樹液にカiレ言土牙ン互痺簡

轡ヒ　して取成頂き　二　ヒを砲利手宅急の　しかし

天草揖 にみいて将、羊打払岬LG岬抱の凝濠2通の

肇鮫桑悶綿観艮由にあ、もーても督頑してい苫l、ニ

ヒ机わガった倒）。この緯度将、夫婦魂では



ノナ

蛋こhiff塩基密紡織ごれてい甘　いこ　とを菟頂。

敵いカの侍、SCh洋子塩基申紆停稀の形成におい

て、C㌦－2云級濠密敬われ為ことおご・組頭であ急

か　らであ急け2）。 扶a十roれEにCIa9g乱ノ‖doはse

㌘）稚魚及ぬ二線魂鼠託し籠㈹㌦

Equation　5

竿H20PO3　　？H20PO3
C－0－M十一一…Enz宇土C＝0…－M＋＋……Enz

喜i

し誓H　　”COH

dihydroxyacetone－3－Phosphate　－metal

－Ald01ase complex

CH（OPO
2

C＝0

一一一・・一・二二一・一一一⊥　l

T‾‾「‾‾‾‾‾‾‾二二仙川職　HOCH

一H

＋H＋
t

HCOH

I

HCOH

t

＋　　M＋＋一一一一Enz

Aldolase

CH20PO3

fructose－1，6－bisphosphate

HC＝O

t

＋　　　　HCOH

‡

CH20PO3

gユyceraldoehyde

鮎3－Phosphate
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票に、却dolaぶ色の殖鹿家 拘掛率守こついて

威ペ葛。

Cはどぶユ釦do摘ぶe　悶遺物界、勧 界に亮卜布

して　い急。又、息巌亀倉もCIag沌Ai oはぶe

澤輌ne折a、原産塩物・

温い為〔この掛

に限配され

掲助け柏k電巨卿に棟っ竃。〕轟

蠣乱が高塚艶物に将、現象譲で愈嵐乳葦

三関ノ射do痛点e持倦覿コれてい等Il。　しカ、し、

塩屋拘界で閥 ic巨OCOCCしん
（鱒すり

旦鴎準星　、

。十ePi止別ぶ用eq椚糾鳥rf7・勅等どの吐蕗頂き

頭鉦浸。摘ぶe双、EEUTA零と㍉のヰレ㌦ト翻案で

藩簸藷ゼす、適に患簡各乱丁で束壌北先り壌

浄上り美トムに革リ盈兎頂急　ヒgchiff痕息や閣

議漆の混乱堀で誘〉3一再一軒81yce‥コPhoぶPhaTe

離。滝seを嵐じたこ　とガら、Cは9冒i AIAol飴色

である　ヒ殖預りされている。

きた、あ5線の藻類、細歯額ではCはどぶ工と

CIagぶ見向聖の創　0滝ぶeカ吐倉翻される　こと曙

納車ヽっ　た。

re
W・一■付き1、ふ〟■

Ch．i∂m ′do椚0 町坤拍噂㌣ヽ

再にi‖五肌

Ch．
丁‾．．．－丁■＿＿‘‾　丁■■■－

で闇、壕各条
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僻に戚希して商憩の創dolaseぱ生各祓、されて

日毎。∴娘に姐合繊独立晩 の喝為、こ掩Sぶ工

却d。偏e虻、姉娘埠を凝養希とした後尾飽食

の場合こほど分立射do拍ぶe　カご、菜マ、ぶ　り免く

猫され護。文、芝“封的員　の喝各・Cは∬工

魂鼠0拍ge侍ワロロブラスト　で、Cはぶぷ乱射ob兜

菌液で捜倉成コかし高　二と双わかっ　ている。手

範‾に豊． LOii （こい。Oks親）でも画聖の創　Dはぶe

胡娃港が叡鏡コれてIl議rd2㌦　二の場合も療養

碑にぶ　り蝮倉成され孟凱磨、双翼等㌦てil孟¢

前庭の∂うに、Cはぶぷ工／‖dolaぷ藍　の放免磯

の塘観閲、寒唱の　C岬芝立のカ‖／ガニパ／藩と

桑の魂他車心の小畑礪残寒の主用i12塞とか

ら束がとれてSChi揮塩甚ガ形成ヨれ夜束だ

攣巨す竃こ　とであ3。これに堵L、、鼻　のの　　＝／

粟声力／濃の線像と艮縫糸のプkの轍零と正史磯

慧れ急。しかし　Cはgg丑釦do拍ぶe　たみいて侍、

反応ゆ研稀として愈凰歌・憂蜜のカル究ニル基

と埠濠との藤わモしの彬ととるので、酸象の

変換持巌こら等もー。これは、忍境に2－〔0ば〕
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笹川一㌧6－Pzを．弼上り了て、

急こと舞で慧嘗榊）か

．こほgg‡とこlaぶぷ皿の々ト

がの交：換良庵から

に、Ol官吏頑反応博、

や両名の細姫も内の肴盈

の剰鑑等ビに羞如官等段ヒ官リ格孟0

ブ繁に、ネ遺物創　0摘ぷeに 司3売約乾について

玉造べ為。

蔀威細腹塩物を璃Ll菅創doi∂ぶeの邪魔で旦

濫聾の博とHLどに頗磯的甘こ暮aぶぶ丑射doiaSだ　欧一

貌席上竃竃ニヒを東魯している函川彗㌧‰南京と

鼠昌詫ぶ糾う盲、線豪儀拍 Chha椚 do勧Onaぶ 椚仇ndanゑ

匪∵指こ闇ぶぷ工とCiaぶぶ、鼠の南東の却do十aぷe〆かごああ

濁ること宣教乱し、両謝dPはぶe苫菜マ掛癖蠣

し　た。

魂畠廟坤の創doはぷ望諮榎腐、／鋼3月、愚

により最初匡観察された。満場闇、タバコの

饗の尭ぬ鹿車で下甑－しレ翫耽l寸巨rOSe Phosph∂セ

i二二最北頂急ことを報告した。その薇、針軋椚Pk

にきり　天象番号ガら得た7セトン妙文中に

謝doiaざeカご蕗直写嘗二　とおご嚢‖葛され、 LIl

沓宜行等われ管的。ぐらに、穂の楓物の7
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璧ト　ン顔見におl　ても　弼免が桁等わ新し・粛軍互

に漉斬ごれモ（9）。

寅星の軋長池肇を過っ　てAjdo転ぶ巳のラ針塵利

敵互窮等うと、蛙頑線のいす紅の綬欄にち

鋸d。摘ぶ¢闇務毘頂為双∴　最も々卜磯域息の速い

に愚穴の請出£や㍗ぬめられた。細胞 克明軋

鼠街等った解像、細胞蟹に射o a陀頭巾£好局

ぶ十踊P手指溝鼠藤子から創do偏eを軸朴的に

し、比叡的魂極の敵い薇晶を得たはり〇滴

蚤を貌脅し、り仰リングブレンダーで磨砕し、

盛観燃煽て 啓曾動、級㊥動（紡醜p踊ら）の考嶋で

艶した∴最終的iここの滑敷喝桑の比論車自首、

瓜27レ扇十（ル研。Ies最新摘尭cIe∂ved p色巨両肌ん毎）

畢針椚9で　離日00槍に絶化された。この覇

嵐の最適pHとk椚胞は、鮪肉創Ao如巴と珂礫首

級を希した。しかし、鋸軌M C汰gDや、つェ　ニル

断線フ紅銀、硝酸銀、酪酸水銀で阻壕コれず、

一般的に亀食亀に対し督痕であった。

釦占。ia∫e隔、ぶ為れ鵬Iとk卜i品几㌶‾叫にきり、
■



レ綺軋さい「上　略費相知舵丸顔
描線 ド肌殖ノ許し　て　し、う　らし　く

無磯廿二鴨の・ようも、高

そ二■【Lや、ギ御地　ご　寸へUか，巨。

、高い世か∴読了M

貫　の 緒解凍
†▼、　‾　　▼‾V　　‾　▼〝ト

のよトケ耳オ肇＿史÷

可溶化しけ姉貴は、清作発疲Jて矛盾・を戒乳と

せ才一だPTAご、匹膚丁直す＼こ／山高」でお
す、【即ト㌍骨され巨．

聖的与Cia∬工　で・ある

の給費は、

ヒを食う∴■乱血烏■軋王」

晩†タ。”呈、g町欠憂大息ごl射高は才が膏頒

ケすう　こ　とを鞄害し作やヾ、二の級 ヽ 伯・y甘‾し

もみ栗色が辟牽猪曹巨押し直二棒細㌻寮う轡を1与

そることを蝕岬すさむのでけ甘い。与で甘、ら

げ、Claトト等が明ら玖ドし「：Jう仁一∴鉦虹か

kの欠乞巨Jリ低下し巨植明年の粧do＿転読

璃1才、ぎ仇及び巨と稀抑しても麟強化＿石打旦束

っ　圭からて・・ある。むしう、宮川封あるいはC。空

をf nM漆押しても、日月らが半移住が終審豆本

た。一E D T射才、剰えげ守剛牛のよう与高壊

でも酵骨動作巨はヒん摘酌与え耳聖丁一一一
句、し、　軌　の　いPhe軋aれ拙卜oIJれeあるl、甘∴」
．詣試　C151　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・2日X20



2才

SmMC軒　は級く阻魯守護。これ樽、ニ

のヰ＼レ押　卜藩暮iと　しての捜

らの

匡㍉彦∵3　も　ので

悶甘い。甘み、ウサギ鮮肉の創doはぶ学でも＿珂

液零細風が褐られ‾てt一言㈲カ。

叛上の触覚は毎分・

ぬ．たものである。高

品について夏めら

観したノ射do拍ぶe闇

義如i二れウレシリカのワロロブラストから碍

範乳たr7の。しかし官署ら、靡静物の食油他の

鰐％カご上潜にあるため、亨畠撤収牽将低いもの

で、あった。品ph∂dex GL200にきるゲルう戸過、

密命動、ロ芝A Eセルロけスワロマトゲう

ヲ巧　州　を厚い一十得た鱒養風東南、下れ人－Lも岬鞄

とsedoheP十いい巨0ぶe一㌧もーbiぷPhoぷP厄でe宣閣観し、

衣々のk帆∇みaYイ臥　ca晶oxyPeP十i壷ぷe璃化に

顛宵3酪豪語睦の変化、広い最．凰p軋 慎各

足下での氷像化誅厚東に対頂議席脅瞳、金属

あ患い腐食偽キレート各日二影響され嘗l、卑埼

ウサギ鮪肉刺d。拍ぷ巳の帽鰻と磯収していた。

又、詑蜂嵐夜奴にふ急伸手首将′咄∂∂βであっ

笹。
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拍占7冬、摘ナ苫軒的指穴色魔蚤碑与から海亀

恩寵千鳥㌦∴焉㌦∴鰯緑訪庵＼鹿J、Dを約三州

箪phぬeYカラムワロマトゲラフィ鵬、良phadeY

G⊥孟80に∂　3　げルう努

1三。

透析等tl、均一音声喝豪を

敷′瑚doは舵の払う畠睦信管 富決れ巨十 椚日で

し　レア之に対頂孟詔睦密、F卜玖御上Pにわで

義藷泄生＿の匝橋のパ直を暮した。km趨官ちびに

麺高車け㌍P寸諭ぷe消化に商号孟感螢極牒、ウ

ノ瑠ギ断面Ald。はぶeと断線であっ　た。各号壕掲

絡nOOOであっ　た。しかし等ばら濁られた最ス

豹沈頚性の鳩は頑頚」麹の約孝ノかで、かっ弼濠

怒芸事だ芽啓鮭であった。

町直読日射7りも河上＋の畠掴鴎を淳い－て癖略象の

観を朽育っ　た。その観展、　はれ号句の比預

檻双碍ら直した。裾観の－ 裾lこ、哺脅し頻鯨肉

創d。拍ぶe嘱製で田いられた、kClで濾虫丁宅

急phoぶPhocel巨人loぷeウロマトゲラブィ【強ガ

鹿西つれ、二の橡作のみで房略黍を約300億に

でき∵た。しかし歓凍顔験では．写品、不敗

白蜜の為政戒褒められた。本線品に将、他
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希のCはぶぷ工ノ射d。l∂ぷe　の瀬音費とコれてt、為

軒粛轟亘轟料亮叫や心中拍甑　に率「計3両呵睦言甘濁

った。色の捜．究簡色数ワ、0、これから寛恕

した触手骨如けq∂鋸という適′る毒草られ’た。尋

桑璃瞳のP岬Chio…舵叶い人石ben30∂寸巳　に駒

濁蔑称「櫨は、大豆の緒所フ終賓；穐テカ、ら碑られ

濠においても観察された。－オ勝者魔手

にコら頂と、醜桑のP化hio汁0脚・C“卜磁轡射e

頂畜感螢纏宵増加し管（紳）。

日。reLke巨と我の薮珂御免羞たち（／ず、）将、詰り

遠工ン、ノウの壌からの創立。拍ぶ巳の媚観を叡みた¢

敬に母娘触増、完叡尊曾励、DモーAE一誌pを1adex

野ロマ：仁万ラフイ　ニ茎」笥日、務＼菩壕／2qO訊クの

晶を格た。′ 弼 観ノ射do拍ぶeの干軌－Lも〝アユに対

濁還工適確目早下川－トPに東頂き瑠極の2勾俺であ

甘、思簡童盈了での水母壌叱7紅桑守二言＿3阻馨

鮎攫、Ca巨晶久yPe仲南se刺ヒlこ対頂為感動性

等将、浦乳磯舟dDはぶeの乞九と嶺赦してl、た。

禁、らに、塵取L t」射db巨日時に押庖a C dcid　に

諸富化脅修飾ゑ行なうとサブユニlソトド掛軸



2ヰ

濁3（拙ことを利鞘しサブユニットの朴子音を

凄艶か一路宣㌶玖8∝号醤酎赦し驚躇ユ）。等管

ca卜のxyPeP右お∫e夏場間させて、已諾碑を

専揮ぷ拍eと珂乱したq　引き 苧　これカレ　ン＼ノワ

剰尋0厨色を用い、押〆晶x∂／声¢ぶ〆∂ナ巳　に∂

遜濁廻虜贅静を朽甘Il、弓埴他車lじに関与頂37

等ノⅤ‾酸緒基の強豪を祈写った（♂J）。利do／∂ぷeを

幣束巌汀∂／為盈千で尭線化頂孟ヒ、信S寸晶腫

遼武敬われ急にノ樽フ　て咲話した。二の

桁か千鳥　のe殉基双塞蜜との療各軸櫨で謀l、ニ

患」は、尭酸化をしてもSと六月手塩濃密都城され

邁ことから慮められた。てらと巌代読－eト轡的

針鼠、傲射鴇瞳互もっ魔境　と顔考豪の楢靂二形織口

紅レ急SSC　昌f塩基を凰兎頂3号強打）と期日、詣

磯車1じ（鼻咳との船倉軸）を放射能で礪

準則do拍ぷeを得た。二のノ‖0拍ぷeをナウさ化

礫元、el∂再犯eラ机ヒ老朽写し｝、放射璃植付ヅ

考ド∵を　か轟醸し、7ミ　ノ級配列を求めた。その

東泉完綴敵〇九たアミ　ノ酸配列棺、Leは岬昆軋一

丈yぷ一戸㈹岬馳p　であり、動物の解商みさび肝緻
シ1



2㌻

毒射よ。拍Jeと也リ　ン繍塞支線ヨ　一致していた。

恥巌が。れ蜜研闇、ワロロブラスト射頼冬草e

と細把哲郎巌偏れ竃北啓穆鍬に対頂3應剛生

択農等3二と肋、品・さび碩渡し嶺で甘昼食

線路の逢い‖ニ∂リアイリザイム鞋ああ瑠

急二㌔やから、ワロロブラストと細胞観の

射亮。摘ぶe仁盈ゼあ急と＝梅剥した。Lや＼し・

癖、脅親元観で0、Fp目鼻抽選甘言射掃即だが

てられたわご、紅埴尊に甘さ等鼻海等かっ管。

温華∴　ノ外与壕イ串川路、可ブユニ・シト称号骨

釣狐）、已護塊アミノ酸配多い∫針一郎針『直印呵

鰯等鴇アさノ醸配列帆一色巨∫eト一丁紳一郎温州で

リ、これも象将官かった。

コkke当首狩り7ウIjルア言巨lギィスウ電気
磯覿強を弼日、敬承の茅産物の詣睦憂色を行宮

し、、卸J。扁巴の免感性を東し長。払ウしシソ

母、八りカ天魔等どの魔手坤の創do／餌e持蟄

玩永鮎であ蔓り勃鮎観ず土壌

、豪の。。∂ぶe掲そ

乳違リ吐き鮫的まく砂覿した0

工鉦k紬為等〝叫は各ノ上妾を周し－、鷹番穂子中



、題も

の射　0ね∫eの経

演題0接ぎe謡′

教化宣教皆して113。

琴線十里増力自し、蔓の後藤、

少した。＿農夫テ毒性掲魔名聞鹿のI　臼後あ言い

将j守日計＿にあっ、た。

二鼻血鎚vieぷ

ヽ

qo叫吟）
は　コ　ウ　キ　つ雪を　研　いて、

奴嵐と鋸do／∂ぷeとの粛條言報沓した。象蔑

敬え痩地ゼコウキワサ老廃鹿雪盲と、創d。／抽

象還〆その他の脅くの要略東浦鹿ぜ減少した。

副dD拍ぶe藷檻の低下は、蟄濠欠乏に量り

野γ／壷x∂／〆のぶP右∂座歌磯桑と嶺合頂3ため

冤、あった。二の舶合はレぷ托eとの郎夷璃麗各

送還、tあリ　S轟日韓ま島峯の場合の言う官署童麗命で

笹等く、守yP鳥ox∂／と非褒詞腐食頂3／y扇のe

拳経基と　遵蝮と∫と　げ子塩基を形成巧言／yぷJのe頚、

鮭と　柑則1であった。以上裁つ建物ノ射dD拍ぶ巴に

濁3線阜｝書での＿ス弼鑑の蔵敷である。

遍鞘の勝者喝にお113武軸に瑚与頂3鱗養

鼓して、鞄免書でに、でしぶぞん他題号にみり

署員椚y∂∂　已、、脂脂他魂射ておけるhp∂ぷe、さら

聖竃壕自慢藤子におけるp町長胤妃等ぼ鶉㌦弓ノ
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研免されている。ま汽柏手の発芽カ　メて聞盈むご

あ．諺　とされているCa十色はJeおよびpぞPOバJdaぶぐ

等の線化酵素辛ついても神像が逆められてしこ

る．しいL、凝尊蹄ド虜も盆んも・pチ級や、発

芽の降す厚な璃新生持関して菅野射て斬肴て・・
める鰐胸打てついて．高度口碑懲し巨β拷厨を

倒し、作師免は置戸′リないや

射d。は∫eげ、六原二糖（みい一LJ－た）と上す亀

顔の三対韓（d＝γdroxγaCe十〇れe Phoゞp匝恒′

再cera－de恒e章頼り頼りe）と宣扇町轟
】

。　このよ　う卜、射dolaβeトよ　り行なわれ

威塊と三度癖との相互変頂点舟は癖啓雄和耳

大き甘食碑かヾあ′ト　茅粥まの研免特高嘲せ嶺

と析免再上と、斉木欠で、香る。さらド・廃車

・発環鍋を用町す香良太は稗塵芥巨‾ぉい＿て‾琉

一の及免ぐあり、磨巧、勒射ておし、ても絶身東

及産レ人叶で弓甘このような及如才きれで・あ五十

このβld。laFeの及舟麟凍甘ネ打抜親木線画亮一盲

あり、観たごも和声巨務作目関与するア耳ノ

（明及お碑碑の開血痕甘酸褒～打てあり、
首．詫’き二　C HM
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ユタ

れ■て　いる。

者眉は泉質、狩トロ芽および・凍衝アジ・アり

兼業巨おし、最　凌辱甘リ拘ぐある永綿につ

いて荷虜巨席髄L n解凍　倒し、l　そ巧汀御堂

碑を卵免すること挿計貴殿であると考え診。

蹄や、鹿的生育の血発雷、て・・もあり．－可、つきR

比如岬免の持ち逸れている発芽時〉のせ亘咋
明の研乾け登卑官こと　と思われを。

さらに、盈摩∴綾子布く、発芽す笥幣、咋嘩むく－

きわのて怨んとな′ト酸委付矛可欠五秀雄で・

あう＿と・されてし、台。鯛とkも巨曹賓な座才私て

ら蕎麦を確町　姥の暫くの作用句碑∋ 水愚才－

した東熊で・持発芽しない。－れ　鶉の錦亨、け

水平で、もよく乳芽すう。このような一服軒も、

作拘り雉子と貰な，R月号緻二を蒋する締塵与軋

賢者：且が細石卵の抹衛生増を研究守 桂
一
と

ヽ
－ろ

、′主柳巳等拍車泉のみならす●－、食輝彦碑カ 耳ヾ

われていろ増た．／針緒の隠産Jてむ骨■与了打i旦

のて・・あう　と男もら㌢しろ。寺匹．
l

ヽ
、逆前

、発芽呼の汀御仁わいて嵐も鹿んか手嶋や工
呈．：監・言二〔二持1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二狛



硬膏 庫乳隕線軒サド閥し

町＿つ一旦牒相打日射秀で■みケ解

さ貫的

‡プア人、）

て瀬高∴碁庵j五五

風上照斗阜酵

洩甘健吾グ万く、函額等魂

多摩【＿正す虜牒■凍締れ∴

をj貧

群発j

守の解凍甚甥β　肇繁

すうニ　ヒけ抱のて犬J廿で・み五五号才烏

爪革）の碓府から、義務相木商権上平の

…。IaJeの発芽蜘て抑丁春草鮎と図示う〟・ヒ

もド、碑ラブか周より　鋸かJaβ亡き再度→ド蹄教

し、￥＿の粥賓化皆的誘煙管と明ら■【牟＿、木守・る埠

東と子牛け，笹。

打甘1二（二　日目 リl卜　一：Il



暮鰯　発務 ∫て釦つる月協如eテ菖櫨の拳靂呵

番線手にあーりる汀勧将二面極壱芋計っ」上の

畠。iう将娼麻酔 の顔、街宣行宮

′もし、激務かきび蝮長に必黎官物境とエネルギ

一　と　乙ノ槙 紺啓急襲化ノ持喝であり、他のlっ指

L tl　把把、、　び細緻藤　一フくl上　あきい闇翼

敵肇凋‖て必乳等麹マの賂膏翳をつく3ための

自噴毯侍じめと一考葛藤々の廟腎の各蔵を魯

琴宗フ樹化持閲であ30　年く功魔物にあ、l－て、

饗北頚極闇慶子賓磯物おきび双手賓等直物の駐

機し、菅式写蔑扇逸物の号葉音どの紆鳳凰唇に為息

、し、虜の亀暖での珂化肇幌指卜附虐政に経絡褒美

足し、磯絶的に朴祀コれてい言と えられ

急中　東雰高藤号周でん′3ごん拍この二線手であり、拓

乳呼に希耗可盲でんβごん芸将じ劫と冨㌃高伸

瓢箪斉東北礪昭、寺に異化作間であ盲呼吸の

纂哲としての繰敵意碍ち、紬γ拍se　あ急‥闇

p晶sphoPy日毎已冬の弼象の飽きにきり低か計

の塵に分野轡ご　し、コ　らド解歯舞∴TC月サイ
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プロレ準え盤て鶉脅され孟っ

一事、各務 子の二の暮ら等武 路の　汲

紀左細櫨巧言埠濠の消長臥　二線やであ30魔

一三一車の ケ桑に闇．休眠頚昏子中に墟めから

落籍帽やご希足してt、富商孝養と、林眠碑子中

確ニ　ラ畠陀密為足せ耳教務夜璃樫密喝．れj凄掛嵐

恕ごあ急。さらに油性粟登観瑠る磯磯として、

琴施捜敬の磨埠黍の釣躯体歌一解釈穆手中に各氏

〝許し登射二摩って鶉極左禰瑠議喝桑に変化号孟

虐卜と、浴蓼鱗胎薇射て三にRトJA密隻各域コ

コらiて虐略濠程牡鹿、威ご勅急場各ばあ言。

額与の教務l二侶温顔ば雫き官影響芸及ぼ頂。

一定かし魔手の教務宜麓庫の制約を替り為原図

指頭して一二線で悶甘い。額写希努め温顔

橡将、漆留的lニ招魂与白峰の化嘩観繊あるIl

は趨息等の＿盈吃噂的各区‖ニ占って認定コ直言

もので掲あるか∴　砲手塔賓喝の吐鰯的北龍に

殉頂5度各もかなIj宜ヨLl。衡熟の腹桁に

輝い斬究教務の温擾乱東低ぼ変化頂急場各歌’

あ言わ：l、ニ血はその1桝であろう9
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イネ藤子ガ塔孝男鮭富温顔軽寓は、最低旧

警上から最高夢pCとされ、最盛温 叉 指32㌦㌦3∫OC

ヒされていざ′㌘Jしかし高温各碑下れ牒、二毎

に牒可及的甘噂豊吉起こ　し、場合当こぶ∴フ　て㌦闇

翼棒形鶴を登頂孟こと立あ畠。ごらに島兼に

還り登、孝の．
（／／○）

雷等
≠・－

巨軋

温双t農等議　ニ　ヒカ：知られてい畠。

J盲と、賀砲車晶薇侍沈毅的高温匝○已）

者Lや頂く、これと如し鮎離島肇指比叡

療射弘混（2うP已）で敬啓粟施鑑であった。

手中のどの軸妙に声喝蒐好み乱写急かとい

与野lプ は靡疲潔い。過健 兎やごまに存在守護

とでれてl、37に葺侶轟手車の沓抒櫨は略と顆持紛層

で凝議ij、緻者過程にあ・け孟駈乳車の鞄養晶、

象れらの顔j息から渇施してきたと携えられて

敬啓に勾てるからbePe帰化針影響について

悶象くの叡皆寓あ護れ′？感動竃敬啓匡伴Ll紆

廟轡の′か弼互朽甘い、それに暮リ新敏感形

織の牙〕凋埠ヒユネルギ㌦　とを軋長軸促に塵姶可

為。した盆、っ　て各二極威喝養う鞄の谷蔵、ヲ鳥栖と叱腐、
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子の怒芽に対して芙ヨ甘食疎を簿っQ　でん

鞄爵ぞん匪 与で論議牙牙払ギの 与を水に浸

笥3ヒ、碑手車のα－∂鱒〆∂ぶeの盛睦ガ讃←く

二ヒ 宵か。豊臣凄釦こす牙ムギの薇予をヰ分

に切断し、敬え′含竃等Ilj砲手を丸に環 した

鎗窃”∂珊γはぷe　持合砿され官かった0　しかし

漕満だ頑ノ一流　乞食心太に滝璃した喝各、乾き
簿甘い砲手の連綿妙膚にみいて、針かWは鱒

簡捷各種やご起こったウ　ニれ将、発寒吟に捜谷

薮で鉦苫曾満色代…へ　ば郷紛層に碑放されl

藍の経塚仇－∂溜y庖e　就一柳紛膚で合材され孟ニ

打て霹3匪叫

娃物に恵存甘さ窮東のゆでアイリザイム就■

、ある　も　の　掲 均く触られて　t、急。きた・了イ

、ノザバム三間鼠でき等い護でも、壕自噴掛軸

薇伸こぶtj同じ弼濠触域蝕を璃頂盲廃自噴軋

頑的あるいl射ヒ嘩吋性質双・翼等盲筍白鷺と

して瀾竜王伊藤できる二と現㌦　しばしば観魔

で㌦れ了こ　し㌧38

胡d。／∂JeにみIlてl盲、勧朝、主にウサギ宰
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とが如ら打て　い　る（22・禦　これ’ら三権の

イ呵音州次席澄むJ、琴5、るニ■とも

ぅ肺崇を庵的巨あいて相馬豆e等・笹木【アー

ミトディ　スク亀乾漆軸法王、Le的e膵Ⅵ

が∵ヒ■lL、わ　ースアセテート繰電気頑蜜が息て・上

窄観象の胤甘＿＿も的摘津が持た才を寺高藤漫
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閻する研免、牽巨釦丁う伽ola5e

■■■■

ヽ

廃巧もす閑．
て

ー

が行なわれていうpJ、、頼子登芽巨あけ∴う

摘。kSeの研究は才だ巨行なわれて十甘い」∴茅

綿ご、げ．水稲兼　の驚貴所頼みげを戊抜目aSeィ壷二

単軸を詞べ、うこ　とを目的とし＿．発常時車＿＿あ

う紬。f脚の絶時舎化を∵絢ペ、
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i専　攻鹸オ

堵　翰　襲験覇剰み∂び観象

に用いた東男商魂与は、当馬授産の

感電コ　シヒカリの息覚を用いた。港番歯験に

漸斗㌧急　き　で、凍頑層手指州200己に償為し　た。

匡指、知脱線費k守、徴の輯 み＿よ　が史綺

㌍攣すす試蒙を牒目玉．きた、塞蟹、飼養

あさ′び廟埠蚤観相・60品いrn9已レ楠れれher軌

謎範刃衷敷茎　覇t、た。甘晶、上・お城外で持し、モ意式

半二一ついて指、その都度、本文中議3い悶月中

睾∵蒸　し　た。

芝野　／Mdo／∂点eの鶉纏頚り監ヲ乳

頑fdo拍ぷeの璃I侮蔑沖鼠に隔、主と　して、人左年DH

線化兎左射、・きたかかわ叩毎のy／毎ん触れe

盈靂聞いた。容歯音にあいて闇、額に鳶だ予な

いかダリ埠蚤鶉纏の剰監l首′∨月β付薗変化弦に
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謎■蔓　や

そ∴のI NA D H線化鶉

議睦剰象揮、嵐魔∴しコーダ一巻二痔鬼亀

離乳粉乳東度割」塙牒牒け持町極東十車0弓0）

数調い、激酪農l卸の羞展セ＝／車で朽写ったp

望磐撼Pdの火を凋貰襲させた正直温セJレ許」レ9㌦がポ∴葱

ヽ 寵臣を婁為して、涙帝鼠筍等わせた。友紀

還謬遺産宙射て侮ckeレのせ弦に絶っ　た。峡了にそ

豹貌舟家を東軍。

丁レ・iぶ－HC鬼鰻街液pH7、年　仇2円　　2、釦印I

手折汰一㌧　ら一指　0、02円　0巨　下甑」十P qiM　玖25・川I

N A D H　勾椚9／洞i a25鱒1

3車e㈹Phosp晶寸e deb晶8紺錮eノ

偏。ぶeP∽P厄柁is。翻e卜鮎e　2揮打桝I ao高

たれヲγ沼e a0g軌l

鮨鼠兎優　　2、∫6扁

ノ
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付A D Hの減少は粛銅仇の噴敗席の覇少で

し　た。絡

Lも十㌦

諸極は収等の求に従って寛息

像頑櫨（軋mO痩ふ軋）霊

AO；

月も；

Q

且

●

′

●

，

巨吐二空王．」
t　　　と弛。　戚

」且．x－03

象限錦墟和二おけ3顔料溶液の吸兇風

説魚群‡セ倉t甘櫓　の　　　　〃

顔料溶液の棒璃（扁）

塊層車の姐路の長で（C勘）

ど沖；拗音吸軋棟数（6、2ZO N「lL別当

攣∴の∵2－＋C畑両1廿やPhenyl hy最中ne菰

蚤藤娘配倦 してい孟時、あ盲目はカラ

ムワロマト　ゲラフィ 虫歯嶺作製 には、

尉4D H酸化ヲま」盲瑠虜的、時瑚的に不利であ

題。そ　こで濁った蔓拭う料でも議樽預り鼠を祈嘗う
僻ここ＿

く　t▼ここ二一 とやごで子、埠噂もコ悟どかから等‥†比牽監

うえを錦岡し、請峰剰鼠を桁写っ　た。

Dini十POPh即yl hγdい0う√れe戎将、底本約に

亘恒軒もォうえ」二組っ七。



編妙

縫う蕗象と　して索で 噂に　0、02M F卜扶一局一一花

盈廟鑑と、ワk酸化ブトリウムでpH7、孝に

管仇㌻月毎dP喝7のeル／毎ナe一久／血路∴とり、

馨し

～、　　　、、

一二三　i　　　、一一

に弼濠溶液をa2歳加えた。路pcで〟）㊥聞鱒桑

貌宛鼠魯写った綾、旨桝Mの2ノ〃－d7両十川Phenyi

毎か彗高e dヱノ＞塩酸溶液a加盟を加え長粒を碑

渡した。＝”か後、ajケ㌻〟　仏k H A専務　を力加え、

慧らに膵ノか脚数乱した後52きれ桝の政敵夜長剰

した。糠壕線は、Fmん－l亮一R■乃ガか）リ　に

温IyCe帽IdQ桓de－ヨ㌻Phosp厄†eを周も、l笹。甘品、

習癖監わa鳥e恒空欄うーPho串∂髄の濃度指・あら
鮒じめ月日eれ戎ヱ呈ぶり定侵した。

設ちか　で息留極刑。色を　分昭二夜烏とさせる賂

を
　
僚
‥

竃
　
白

風接と監 した（lきり。きた比論栂仔、

桝等当阜リの魂極鼻匝敬としたq
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う轡　蛋白蝮の剰良法

亀自壊の剰度目啓上弼Py軒一去ブユノ二ル哀秦

うえと　U V吸放言鼓をノ碑印　したた。

上川㌢′藷を窮嘗うに聴し、螢自慢溶液七旧

褒鮒のトIj　ワ日日的癖噴（奴77CAと略寄）

象印えへ　痩けた詑殿を連邦伊鮎（相加針5分間）

して蔑め、NN肋〇月鋸絢　意力加え誓願を喜藤解し

監遠の互顔料藤森として科し、た。これ悶Lo射ツ

鼠の博の蘭壇句境針影響左隙くためであ

選句　Lo揖ry　象持城下の蒜うに　して窄写っ　た。

芝％箆醸すトリウム7k溶液如藤と、f　％渦石

車iいk溶液匡魂ヵ＼し針蜂‰疏線錦溶痩十風

ヒ∵宣ノ慢甫覇lこう監合した。このラ監余波J、0拘之を上

か敵の顔料藤夜a相打ニ加え、こらに億同前にフk

で之腐Iニ希配した手。hne教条釘印度左如えた。

範巨将試屠頚城磯膏■ゴヤく婚碑し、堅温で30

分以上薇還した後、ワ∫か仰の吸温度を瑚息し

た。扇攻撃物質ヒして東嶺北紺紅k、艶のフ授撃年

毎璃∂沌…初空溶液去弼1－て珂礎に馳曜し、碑



榎○

宣′作製した。

肇　等ムつ∵戎ロマ　　グちブイ　卿　二品、いて隔・螢

自壊の溶血曲頗日．2㌢ク乃仇の吸盤康宣剰定

孟ニヒヒきり凍めたく抑誓言モ、顛鶉の＿2餌醐

ぬ鎚∂読の後光凛の軋寓l／∴㌻」吹上の時、蚤自

嵐の血収楓を咲了の紬ニ∂ij壕出した。

後日囁感度〔印箪廉）ニ巨・婿釧フ蓑。叫御仏OD嘉。 レノ
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在韓　永司泡盛与の塊慶弦みきが、触感路壌盈

虫ラ£

夜の言う甘オラ薮にさリ7k

｝た。　当 轟の末寺亀哀楽

う睦喜一を港務させ

手塩　互生に低温軍曹巌

濁し籠ものを発芽稟農夜に催し語。泉城を10％攻

lヽヽ

亀像醸すトリウム呼に20や簡預預後、遍感

官東で親脅し　亀子の級盛を桁等っ下士。ゝヤ

㌦レに脱脂鱒乞敷き、ヲ戚歯農留東で充分しめ

らせモ後、教歯した魔手を－藤に解雇やせて

象した。魔適しモシャ　ー　レ老嬢温、E瘡印に

直し、魔手首藤寄手セ氏。

さモ吠て匡運べ菖オ

ら姐 温鼠格笹。

にぶり、 与か

砲後、目的の時間密経過した褒凌斗のケう、

轟り喝的官爵孝捜奇を禿寄鍋魔物物体を女叩イ回ノ降級

した。教ラ掛をl印材苫D T月

芝

疲5℃戒で、雪し

周いて免曾磨碑し、磨碑鹿を左傾のガトーー

麗tでろ過し辛。ブだにろ親玉甥卯か∂j　粛々卜間産

直曾離し、稀られ点上潜を塊喝養液とした。
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坊首輝　溜リアクリルアミドギイスク電気

写永 ラ象

漆石筍勘二手日、て烏、弼濠の倣祈年投と几し‾て、

髄ソぷ産のp濠議を変えたアウ申しアミド商

黎少矛は0　弼ゲル／　珂1、臣・

ヴ＝／鶴亀法相峡了の凰リであ急。

ノ促為溶液

月ヲ蕗象

（pH7旨）

β落ち薇＿

桝亘・ぎ）

C雲藩夜

／〟　HC息

7ゝほ

て笈川だ口嚢暮）

東急勃コえて

／N H〔且

7㌢は

て左下1苫D

7k怠カロえて

－アウリ＝／了ぎド

Biぶ

7kもカロえてこ

省き桝且

も、診訂茅

a46崩且

睡0囲且と官3

蛮日成

親好茅
β．亭る摺虚

聞相成と牒は

き0、0訝

久野多

拍0囲盟と司る

盤　暮）

数え）

TをMEP：Nノ軋N：Nl一榊噌椚e十h′l e砧yk杷摘浄呵e

鋸ぶ・吊．直腔抽′偏e bはaCツia如de
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Dラ容貌 iアクリルアミド　　　10、08
β；ぷ　　　　　　　　　　　2、亨尋

水玉カロもて100脚麿と笥盲

三三直見　リオープラビユ　4．O M折00桝且7k
蔓

Fj恕液rl（亀後場周親衛 ）

rミニーユキルJでルビ㌧ソ州Jレ醜

tT篭を鵬て伽糾妻と耶

5、52

I、0

色
ズ
甘

ノ便同日夜

か細倒す世

／㌍藤痕：こ触：7紅過屈嵐醸ア沌ニウム藩免
（0、叫各／100覿£水）

ニ　い2：l：4

ラ　癖癖　ヴヴ／

βヲ隠痕：P藤凰：E惑盈；永二いえこ暮：斗

癖料簡ザールl竃鯛蟄せ甘、叡料と印％∑ヨ痛

感液と閣僚温和したもの盲、遵藩璃磨痛間で＿＿ル

豪療首に周⊥んした。リープィ　ンゲイ牙工の亜凰

毯如うため帥B鋸を主軸緩衝液に加冬美。

藤沼扇げ㌦レ上客あたリ2桝Aの敬三薮で窄巨等二∴モ∴

歯l）　騒ア臥こ　ら㈹翻ロPhenoi bl軋e
r

J　　　ヽノ



〟ヰ

占輝二ゲル

その　上二」象白

邑強

変色＿鶉

蛋白官費色石云鋤云♭滝。打開を礪l－た。

瀞緻i o　封∂cklOB　用を7％虔拝観ioo弼且に溶弼し

色痕と一し　てノ綾伺　した。ヲ永　繚ヴ＝／宣カラー久

部、ら孝良き虫し　この憂色兎に竣し、壌洛車でl

覇加熱＿して変色した。線変色闇、布で鸞ん

尭魂塵鹿皇浸してあるク％輝線魂薇ゆで

肇腎軒写っ　た¢

をの2　詔睦夜色或

反応‖ニpyP轟㌻nen蝿le〇十鳥巳の関与司る観象

義持さび醜北風瓦銅像の滝帽贅色に相通噂、

MaうrMe翻e端osいけ∂十e（以T PP相と終可〕

ヒれけ折0日岬寸寧†巨∂うOlr“桝（捗仁1ニトrBTと匝各で〕

象問パー急く雪月は0偏eの場合、91pe卜d履恒e

空転dP09写れ鮎e似て錮釦と略弟　と鹿絡さ
ぞ
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打率吐て頑擾変色老朽等うことかでヨ盲

漆康
（l婚）

（22，させノきり

指78ke占一一V’のせ或ド破っ　て桁等つた。＿▲

攻重液拉尻手の塾リであき。

償為薮

か富色代a十色一丁riぷ感街痩pH鞘

馳廟M Tレ～ぷ

NADラ忽三森

ヂPP溶液
（fr肌－トトPi）

P再ぶヲ癒洩

バ哲伺

論破
ヒiO糾MNぬHAso4、l廟MEP”伊薄儀払

噂D10仰M（占・7門締眉〕

FPPiO刷（㌻明石旦）

PMぶ　2、年呵ノ左足

鵬T溶液　NBT　4　弼9／歳

録DH　鹿督嗜事象液　　・

ラ永動線のゲルをカ　ラ

紅染色 にヲ童した。

日成

l糾旦

軋日成

t　川虫

LF明ら勇PH

ムから覇i手取り、上亀

放して37℃に嘩過し染

鼠を行なっ　た。彦埠豪放記にきり　NA Dだ盈え…

等宜しNβトD H　に甘言。娃繚され．た．N A D H＿隠書

準叫ぶ盲盈乱し、風見で読壱pMJ這NBT

を温兎写る。混乱聖NBTは、薯に寛を頂き

と同時ド不溶臓と写り、βは0転ぶeの各象瑠3

立食　でで　‖／仁府為し、弼線等ベンドヒ音義。



〃ム

幽玄、塵L率考豪の場合、づ珂鱒として 観象撒Ll

を周Ilモ受験を朽甘確わ甘藍て闊官二幸

習い。仁一いうのは舵々▼零して＿、刃経て宣麿を凝

纏瑠為噂に弼日華アルコ〟＿ル密牒監事王宮篭工程∴め

警■捜す盲工アルコ榊‖／駿東桑 の　パニドガ

され竃ためであ急が¢

教邑したり㌦レ博、P軍NS「rO METE常　0軍UM開き2

準拍軌釘D A飢欄観）一　宮珂いチャート　に鹿 し守も

白変色サル朝敵に伯山0きり、藷極贅魯プル刺

に」憎い症＞舅）のフィ　ルター　をもれを－れノ綬倒した。



〟7

乳ヱ乳∴嘆願東風

嶺1線二螢哀 における射do／∂料藩塵運上璃

者に温夜双＿溝ヨ五影響支敢豆

子＿帆徒努可鮭甘過度範蘭斥∴最庭IOeと

事、ら最高40pcとごれて1、3。本受験にみt、て

務温度をばOC、ZOOcみさぴ－27℃に 良し

敷かしを、れの喝食の′射d。摘∫e請極を剰配した。

7k商魂÷如ロイ固体わ、ら纏あした麗略養液の

強牒日射的＿玖3　川トナであり、芝の比論l性は0、003

リni
門90fp←0†e紬であった¢　囁l固、第3 Aで

符、傾嵐頃にこれらの低塩l　ヒし㌣阻村村耳
】

牽各月華ある“し、闇軽率車重で、登零時の月ノdP／8才e魂’

、奉艶の硝長も蕗　した。　　　　　　　　　　　　！

7k芽海嶺号はLlずれの温顔でも教務したや　し

かし撒務は、薇芽温顔セご高いせ双低い溶きU

も、【く　β：山風く鹿指した。その時の　射　0毎夕e魯



4才

¢∴変化を囁1回に希した。嘗あ＼園に表象

毒し畏蒐持ち回の康験の瑠均イ直だ－ 各藩∵十劇打率

肇翫象磯子座に布衣【していた創dO／∂ぶe詔塵

し、

一

　

｛

．
叩

首′

毎朝＿＿＿（温床竣卜茎＿日昌）匡いったん務少

っ日月に急教に

少し‾巨。

タロし、そのノ政商が徐々

射和郎の請他の稀少について

嘩歯痛で細ペ為とし教務（鼠凍）後、卑し｝

倉で2時綿、風琴らへら喝簡後に務少し廉め

濫いた。潜賓温顔の凰l、にさる賂桑簿噂の璃

指、あきリ矢ヨ官鼻セご盈められ官がった0

ぬ了がし発務温後程伯いオカ上　月／do／8gだ頑極密‘

貌吊痘和言あった。ニ＿の癖展憎、外気温だ高

弐、裾、東嶺寸粂粟詔塔l芋働き、呼吸も低鹿〇九、

盛発の である胡d。J錮eの請雌も轟

武　官3であらケという予確＿lこ良して　いた。

七㌦あ‖司 ド桁等っ　華露Odでの港穿更級lこみ

射て将、微塩物の混入のため麗展掲軌脅した

献、頚他の鮭略的教化闇、ろ百目に農夫砲を

敢し、乞▼‾の噛指27℃の石亀とほぼ間藤であった。



1
㌢
ノ

h
霊
A
J
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芯
d
 
U
A
可
や
d
霊
銘

2

ヮime（day）

（〃9）

第1・匡卜　慮芽舟Kおけゐ亦鶴橡を密ヵ

A協iaSe射宜の乳化．

緒祈柏いて　〝℃，2化，27㌢で東商薇巨冬芽さ拍

蹄のAは巌Se朝里の榔摘食紅も求．締。乾燥東湖酎

神慮中のA蘭次ぎ色婚姓もl LL敬。



錘

その2　殖与絡薗別封do拍geの消長＿

軋　フk鶉碍子呼の創尋。亮鱒軋＿－廃哀

筈綜ヌ宵周にどの諾う盲動合で為嵐 3　がを

磐乳些盲目的で朽写ったp＿暮す氷層晦磯子二五、

濫費・お面朴と胚を

愚の後主義

さ等1、毎仲立一に朴姦し、

の潜努ま綜鞄と和様に愚衆∴肇取払

宣、髄鱒考兎ラ夜を碍草。賽マについて創db桓se

矧性の消長を御免した。触覚を堵2川角牒＝て竺

扁琴。鵬か　ノ射do侵ぷe瑠潜寮磯子内を脅魯針甘さ

河鹿嫁息槍巧言ため、金額手首嵐韓過－う洛費

三豊せた後、準五庵も軸分と食書等l、軸分とド

斬瘍車切断し、境やの埠養殖櫨孝を　叶免した。

Jの鮭礎ゑ囁2州日周に東軍。2

、
ヽ－

と　もに間断

燭．殖子密単称にに等　言うにに醸断した。い耳

の礪倉も、珂各巻食み軸朴のオ鞋子亀陵君島か

り巨。きた、観僻の薮米を精白し、幣牒十㌢零

ボア’力感を象倉に懐いた胚乳部の射doノ∂ぶe請梗J

鼠預り鼠したと　こう、聡讐L薯芦に指ほとんど●活噂．

争：輿ザヮ管。専管、切断断線与の簡オIて同じ優



封

劉才か胤歌一食きれて113　と考えら＿叫3＿ので、

陶曲 の鼻が壷にみ亘る購。高ぶぎ請産のみ一意

芝の壕箪二準利ででき　ニ【皐から、鱒あ革む旦・ヌ凍、

塵の射dp／∂ぶ寧讃嘆将、庸ば同じ譜應＿

轟■ヒ塊 し　た．。

2盛のAとβを比農奴しても☆ヨ宮窪将官

頸十二ことや、ち、准尉郎

ヽt

車の射do拍ぶeの鞠療射盲

蔓掌り∵甘く、ノ仮ド殉勤かJlあっ葦としてh告、わ

ガ等壕に瑠ぎ官．・ものと思わかし護。



くわ）

囁ヱ臥　魔番線ドわける碩断礎を甲の

Aは。fa～已姥桂の変化，

A；置産前に両断し有　水轟薇i甲の

Ai対仏～巳請枕の吏叱．

脾乞食紅顔舟と綻乞食打Jい軸とド乾噂ブ巨益薇巨

囲動し．紬紬乙澄産後．路軒ゆ・、7才℃折軌だ舟

の創誼。うe刺圭の賓虹技締。



くわ）

（
雲
d
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）
　
き
官
憲
。
司

協Z層

2

鷲ime　（day）

芽蹄kあけみ紹

Ald品“已準桂の　托∴

溶首線高卸し笹木鶉

Ald。如。卦性の受持．

韓子一腎の

子　平の

蕗軒捕いてガ生で・東商露わ慮芽粥た綾、慮芽密行肱

も触斬れ勘合伸、れ狛凋糾し．細甑のA裾久化

諸性の老化雄媚。



5年

辣2静　丘高be卜eHin　の影響

からbe卜e霊 化
、
t
t
 
M

■

l

■

l 侍永頚亀砲手には 在　し　苫
ー
ヽ堪

t

I

　

〉

l

乳に隠し生食疎コれ忌讐勃輝で軋ら耳云鼠

事∵幸：き∵う」に、β昆0／aぶe信教

勃ご車増天頂3ことから、

換38　日にテ勘軽

計時甘利赤極寒慨世

威されてJl盲可能蝮ぽあ39　そ〉二で、発芽

やノ射dp侵ぷ巳の増加が、α∂∂研／∂寧e　のきうに

から♭e卜色トIin確固にき3ものであ急かどうか

温顔ペ笹。車線闇・藤賓かニ3満針e川れ互

撃紗Opp桝と嘗3　才うにカロえ127℃で束縛魔手を

ノ‖doJ∂ぶざ瑠纏ま測温した。塵犀を

一角回仁東頂。藤穿初期〔巨、ユ白目）のラ竜

梅軒減少したものの、針晶e巨e川れ凍加コにぷ

盲喝最‾読

経を合一む

将褒められなかっ

／かと倉皇grl、軸／かた分別し、ま
∵
ヤ

瀞創dbJ∂ぷeヲ畠纏え測定した。箆腎東天指鱒0押椚

のどべ　レリ　ン水溶液互緻脊森に加えて温床し

怒纏濃を囁3脚B圏に東軍。添加しモ9偏er刷れ

にきる　と敵われる粥像鶴倦みさびt真樹ラ畠如濃鱒
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2

聖j∴me　（day）

GA・－

登3釘∴　鼻音健吾呼のAldo厨摘性に

好守みG減作丑札　の鷹野．

A；薇i倉庫ド持てろAldo偏仁滝、吐匠

狩守る糾し8r細れの都督．

朗長押如帰も添即した晶合（射巨）とし7J凋食

榊－）との点者フ摘裾津のAldoh∫e謝生柑侃した。



‘∫ム）

（
雲
弓
）
　
合
音
玉
名

2

聖ime　（day）

4・

登　ち臥　慮芽薇を呼の創d壷se涛姥K

打下ろ広軌化帖軋．の影野

β；相断涯を呼の　Aldofase汚、注折狩

すみ銅♭純情の孝与野

舵も食む朝倉L胚も命細い斬舟と折乾漆薙轟経毎

鳳断し・紬紬も押¢r紬帰食む慮孝良と釦帥

慮易良lく翫Aidoia紀の露地の妾にも剰良し菅。

舵と鰯や愈′dA－　　　＿○＿　碓■も食う汀い朝凪．銅一

郎餉煎れ錮十　　一⑧－　胚摘ま恥斬れ糾す



鹿あられ等がっ筈。

と　して、 覚の艦■タブか 牽欝、宴楽の讃覆

乳軸、教務幼裾物の破却、選者鱒裾乳の蔑軸

豹華魔を珂Il臣。意味号SA憎鰻　卵A州7モSTH喝

酬LLに∴嵐リi分間瀦白し、毎られだ凋疫草坪巨㌢

軸とした。喜怒、痛白鼠妹分綿布等l、

轍巨　か鳳朝顔息女米ガら転合に裸いモ韓リ茎耳聡

敷率と　した¢　細胞廟の兼軸闇、宏栗鼠妨OC、

感絢です壱覇螢萌手ゼモ如裾物の娘老後めモ

もの、為∵た、珂じ女君礎甥の壕l 場上の希

都電十五像やたものを額砲瑚鷺郭とした。封毎

盈艮々露刷芝PTA痘猿で廃線挽、許∴童．∑・穿

脚　卜　鼠遠．1じ付、触して、碑られ苫上藤吉ギィ【ス

ワ電気ラ永鮎に伊丹托。

隆工ヌ甘層率、聡乳率、紗祖均豪邸・幼砲瑚

穏和の頑鳩黎色の鹿凍鼠、笥ムー一月回、筍を二A



！謬

臥　韓も一一月臥額ワ一月凰lこ、きた蛋白染色空

く東学象を犠恒陰画、虜ち＋B風、壕と加担回、乳ワ二

β屈に箕」々羅頂。鼻毛、華甲駿東二条酪農旦艶…

を強雨孝吉羊射こ、頚性愛邑液甘ら笈境を
W】†

いモ夜色液で聡了才力腐如茎発色した感覚を

牽個守シ豪∵首。てらに、覆れ有れの　パンドの

租覆就七七寂しや巧い　きうに、魂蝮≡変蟹－のプ象祓

を斉希　卜U囁句覿）。

マきレ巧‥ヂ‖レフス・∵∵左のハ∵ニド指賂夕掛周知

箪㌻～占巷、酔乳軸にI番．蔑軸にぢ孝・兼卑

猥之苺．もれをlれ鹿められた¢　コ　らにF州膿しら－

卓、払j撒いた贅邑兎を間いた嚢験において∴も、

メぐニド就、l漆壌虫ごれモ。しかし・この脱水

桑埠像バンド音感守ても、唯・ヌか層申、蜃

に悶々希前後のバンド双務乱し、／射（軽薄ざ軍やご

てルヰゲル7才　〝ムの形態互と′烏　こと曙凍座、

ヾつた。聡∵タか腰部のバ1㌧ド工1号、顔料乞少牒

く　しても憾みいベニンド鼠禿し、i漆であ盲の

封、像軸の諾うド　2確あるのか判別でき訂か

っモ寓、吸収のピ〟ワの通鼠指、寛部の2本



よ，

臥功パ∵十仁と嘗しい亀選であっ七〇褒軸に聖

‡い雫頂上把弓仁か 智 ヒ后l轟iこl 目のノヾ　ニドのき古

僧正最も縄かっ美。壷五　重覿各課写し立函

漸頚の才客員のバ
■－■

＿■′ ドヒ壌顔＿の甘ヨ哀毎∵云宣

量ンドと　の、それし　紅のの廃車における鱒申埠頭

痩温海等ヒベ　急　と、 、 節のオガご指3‾がに菌かっ　革。

夜の鹿のバ・ニ「苫比べても、絡ヌ磨風面と麓

にありき　をれ者、れの吸収のピーワ　の＿磯貝村野

雷鳥でi二義石渡いばあ盲。丁らに噸赦ピ州クの

貌鼠底質等3　ことから、刹do玩ぶeのマルチプ

捗∴フ二オ・劇ム招魂チ呼と尊顔ヒにあ、i、て互いに

等盲　と　払われ富。
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巨蓬垂∃重き
堅≡護箋

帰日i

宵　∴針　フ‡く魂薇i絶・、首席、屠都の

骨Jマフり車7　日日を乳液動乱

Aldo仏陀嫁は驚軋臥

敬白簡饗を」幻．
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鷺で凍てて十号乳。一軸y寧レーh密 針折転軌料

濁抽出苫　反応象にカロえ、涙碇終了碕7ルガリ

鼠 ＼ヽ 腎質し、捜織し箪十卜＿iosepko軍や通すe孝

した後、過聴覚酸敗曝して遊廓
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徹り＿・ン西象と
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間宮l－、詠薩摩了後2ノ炉宣け十巨彗薄らγ／
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とした弼岬′′ぬ付目；ダブ年額線に品l＝て血醸乳洛鱒

魂憾弦として、NADH酸化法ならびに㌢牛d坤示一
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乳瓢で帰属鬼傘であさ。

しガし甘カごら、登務にお口嘗創do拍ぶe頚畦
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恕司る射扇。拍泥と、まに象に為義L奴合材そ

、ヒ劉他の付表的ド聞与が考3ノ射doねぎeとカ上　層等ヨ
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第1

Llて　行け，巨．

ヱ軍．￥
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FH招
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俊才海相珂終多野永
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一洲針路頼e十転椚J r　減了　苫十用と略す　j

軌M Tれ・日払線路衝演　目日用）重用日

野射てわ銅を・タか凋如才等刺、
覿斬親と抑もて丸顔哲で・之か分廃碑し
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rM Mβ
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前節辛烙巨頭叡液Iて圃棒線塔と徐々巨錘と

、子持靡如く錘包動pP糾圧つきヱ”冒巧威孝ノ
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恕　巨。打芦靡如永　瀬も液ド孝アン・モ⊥エア
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香華脚　こぞ仙J。写ぞ）一およびふす

ま謬印）町と・tの拷管モ刹伺もて

℃露　草。し　離寸、‰pkd相計′
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葛／∫臥　玖呵hOCe帰0～巳かラムクーコ‖巧フ仁い摘
一段絹粁敦熟、

留年の鯉l才280兄姉の鴫収描写・



貰う鵠　縞轟串鶉嫡子調巌Sでのナ叩く鵬）

一朗届減5　∵持、及永棉確が寺7　千こく鼻■す守▼

日久錆ユ　ヒ　Ch汀乱ヒ巨か顔さ　れる。さ　ら」て　恒5

滴芝車おい　て　t才、月、B、ご　りアう　ソ　すいィ　山が

諾筍ド　お　い　て知 う

ー巨

れて　弟リ、￥や十、、折
土　工）

詔瑠

貴化学的柑骨カモあノリ、￥の掛率巨殊撃綺葵

感、み亮∴∴ご打斗巨紆ア十ソす、っ山の絶動がぞ

豹落花嵩中二よフ　て窺うこと菱示城するの刺

監守がβ登用、塵好い対頂う緑道や、う、fr扶一」巨

学事を由の 巧′針衆およ　び†相。車5宅　の吠吉好巨胃

ぺ7臥して綾のβ、C乾よ　り務刺千・あると絶轟さ打

落→ひ　孝泉、β撃アイソ畑山がみた寸奇相緻

之翳 そ、惇 新車がJかんて・、ある。！

たがっ　て、籍甥碕トも姉新香裾の終演腰、み

る′い　膵落掌鋸の革鼻塞が刹dokSで　巨苑尭すう

こ　と　が、発もら小春。￥　こ　そ、、木耳離縁ヨ発薯の

軸新味潮巨夜番昭弘劇を荷ラ酵・アリ仁萄射打

払ミヤの濱′仕官を韓日揉、書丁頂うことi吉塚膚㌢

こ　と　哲　男　も　カ。
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′芽、射巌ASe　の粟持乳的植野ごt、過去‖十大

攣肯網難ヒ侵っ　拝の月かラ尊ヒ　サブt、ユニァⅠ

の教で、みろ。ウウキl灘明から骨髄浄乳十辛廃

車一序、撃毎食　骨持て。D r；、各号骨子照。〝‰ブ

ナ、コ」二ン、プトうイ蘭て∴牒）与と男えられて∴卜b Y

均牽綾、かき骨とサブユニ、7ト　の数辛っ、、て甑

義の鞄　憲もされ、大き甘季長とち→フ吾∴租

ぐ膵、分㍉巨像■木解りひぐ、針言 享年β錐のサ

汐、、ユニット　4桶よ　り路次J打　て、、る

養狩られて、、呑。細れ絢の綱巨指事す

魂凍上丞∵㌻べて、珂客豪のサ　ブ、、ユニ、7ト

衆ざれてし、奇。水崩 盲　創dDkSモ

と紳輔プ

う　′射南扇ぞ

で、摘奪ヵヾ

も　サブ、ユ

藩、7ト　か　ら東リ　えっ　オリ　でマ′β拷摩ぐめ奄　ニ

豪が’脅尊さ打巨。せ　こ　て・、、／針㌻孝吉で、ルう

紛ら的て争新規碑逐巨よ　り剰えと今寺う　ととも

巨、S b sポl）アノフリーレアミドでぺ　スフ健童

蘇勧漁を　用い、や　でユニ、7トド閣すう矢

抒牒1γ㌦一号巨、高等鬼胸の発芽貯如卜綱す

t惣ひとつのアブロー一字と・仁て　鮎姉S∵を萌究

する拝∂‖て、酵奪の最も思斉的ヤ移牒守牒る



9占

けらが巨化学的愕管　明ら　か巨

寄　こ　とん軒∵壕膚洋　二と＿で、みると秀象、

験を咋耳ワ　巨。

誓々　撃



ダ7

務l痺二笑験嘉桝

賜え鴫巨おいて瀦髄、綽教化二　ト柩

覿紬久∫己を一等】絢の　泉級国史周も　巨。腰掛半

二七、線あ射d。l久S色　を、誉れそ、直の泉験巨河

牽電工等級麿衷および歯茎、邦
事
し 錦穿き締、、巨も

巨烈日　て　兎／針乱打

ヱ困　却紬久Sゼ靖作り離乳

釦d沌Sぎ清雄の利息挿、客l紬、宥l奪、

主節．㌣めl巨述べトオタを巨琴L、、て往けフ

㌘紅。＿予洋二と、酵 播植。厳凰温顔作らか木藤

寮食指の孝像、畝を京り篭寛 ドおし、て持、穿

ユ鴇、簿ユ　奪・疑ヱ坤、その之　のオ路巨揉っ

一一仁
呈　＼　○

ll
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茅ヨ軌　で中ろ過露

す、Iレう によるノ針子 の刺足将産庫的ド

凱新商工■㌢オ書目十経■弓㍉

睾中潮拉拍一之脚力　萌　訂ズ才か　咄）き　　めM

藍D　千月，i　小円　ユ　ー　脚絆C理由e十払npi（跡下

琵六日）を合畑0柳沼羊烏用び緩衝東（p侶牛

針で、キ御尤も　巨0　綿糸終牽i側芽をビスキンフい

瓢∴ユ　鵬ブ声より　呵〆　鮎野乗で目線夷臥　拝のち、

肇ラ呵て打丁ト。洛丸譲り液凰持牛摺りhr、ヒ

義も　作中　洛叡液をi囲iずっ令奴し、亨の離

．
日
日
詭

讃T
と え

吊

7
＼

■

l

t ま各凌、捧媚（俄）と新月辛㍉■橡畢

白骨と　f　て、纏綿久沌射明津（腔月′　合う骨

泉恒相月‾ト．草匝 久沌射利用　（BSβ．占旦クββ）

′　ウサギ硫肉刺右久Se（RP牛月LD　′　再亘五里リ

′　竿肝碗C久十乱lASや（C月T，2年q銅が）を璃いた

農か渦攣壕白骨各2縛め等を合省　き最の線断絶を

お目　躇草庵白須音、鯨轟恒拍卜怖輌緑晶虻量目

示教の黎白か与骨剰え守、7トと抒日、巨。
i J．
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∫函錮毎年一之P∂　刀ラ項十がげ・珂碑汀捧持と行

い′漆あざや笹。登れ￥、t紅の薇白骨巧嬢ネイ賓頚

を¶2㌢か　川の祓鍼で、㌢巧守㍉㌧す、㍉＝ド∵ボ’、リ孝　一勾

（坑口才、♭晶d両「仇書i圭射、て軒凝行弓粧軋」

華海

琴率節　姥碍子断猪

姥碑予断謁の泉き瞼巨はスピンコキ亨㍉レ千十

野務丸学課を嶺敦して伺い卜か矛東銀叫ん釦完。

勘dDu帰一Se恒rc刷を伺1－ろ佃厄usdep刷扉も（柑一

線㌍td三を）両足っ　巨。恕盈－じ卜乳立ち・終お粥

牽き　β、月トナーの∴N久び′　ユ　卯月のモ十11　分有川湘

軍習リ　ン舶γトリ　ウ拭き像轡液ぐ洛埠i　巨の　ち、

ぺ河一線断絶ぐ　占蹄晒餌γを持豆っ　告。初潮衝

動官濾周と　β、穂鍔と　し　て象－じL P∴∵象し・l富、

巧クむの輝粧（扉ニ2・仲？…‘）′　崎¢　¢こ　てい行けフ　持。

駐日）緑de両肘は、鮎晶諭∂ぞ刷緋締㌫刷摘摘峠。



寄与節　S D S夢先リアフリルアミドヂぅ　ス

芦餐教務勧逐

S D S芹○リアプリ　申アミドヂぅ　スフ健気詠

持、減損　k Os晶の才媛才等乱射汽弟

藩感路巨終フ　て巧打フ　巨。虹守巨

郵郷　■ち。

帰為さ孜

ら　巧

験す＿幸宏音吐

嚢り桝桝i022、2完アフリルアミトβ、£完BIS

⑤拍門リン離すけラいき後衛ラ釈　抽抑l

③川％SDS L榊揮l

㊨針打方日用番う）　　　　挿画‡

◎i紹プリ軋ロ→レ一端；臣卜か、般円

リ減施野親しPHスリ　1∫蟻i

綿糸幽費え′3吉倉を永終演久2詔と篠路衆

粛lkを嫁合し、封紺をヱ0君目口も、銅管で・ヱ時

間放億トト。故優綾0、ユ抑童の接・毒液の　ガ抑えて

言書目　　S D S

言も　之）　Bl S

匪∋）　b P B

◆

J

●

J

●

ノ

ドアシル纏綿ナト牛ウ山

囲目早色的e　♭is久け再糾ほぞ

♭「川PPhでMP蓋　♭he
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よく混食＿ト　ミニ躯を書式呵洛東七し辛。二宮

宇」との纏 甘∴碑容顔沌日工塁㍉右 きよ旦押i

き転封′牒打上れ＿ン氷的川上　さらJて甘％過

表象鞄アン旦ニラLA LF石　目何時弼

き　き＼、産

）の浪合づ廃

巨」のち、摘j目上巧守工∴幸二∴こ巧

楓釦衆と水守片澄き、TモME㌔l悠久拍手州巨和え
r肇拉夜風象食いこれと渾ラ打て姐い、

腎∵ナ㍉レ埴二十づ∵巨㌦‾牒ラhj∴泳叡捏笹木

黙許簸、上下の俊才姦濁巨吋窪；折一両M

巨）ウ仇線軍政（津7号）を溝たし、

寮をラ藩政Lr、心のエ夜目て▼帝かド壕

事　ラ　仏＼ア

聖、7ト　も
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鷺3最．7k協Ald山元五庵咄藤木離乳

AMINO AC王D

CALCuLATION OF AppARENT SpECIFIC VoLUME OF

RICE BRAN ALDOLAPE FROMITS AMINO AcID

HuMBER OF Wi Vi湯

RESIDUES／（完BY WEIGHT（spECIFICVOLUME

RESIDUE MOLECULE OF RESIDUE）　oF RESIDUE）

AspARTIC ACID

AspARAG王NE紺

GLUTAMIC ACID

GLUTAMINE場薄

′GLYC川E

講LANINE

VALINE

LEUCINE

JsoLEUCINE

SERINE

THREONINE

HALF CYSTINE

刊ETHIONINE

PROLINE

PHENYLALANINE

TYROSINE

HISTIDINE

LYSINE

ARG‡NINE

7．8　　　9．56

92．1　　　6．69

ゝ89．3　　　7．11

92．2　　　7．うり

的0．2　　　5．7〕
155．6　　　7．姐
90．7　　　5．75

刑9．9　　　ユ0．6真

′・66．5　　　真．72

95．6　　　5暮うう

102．5　　　6．60

55膏　　　2．52

8．9　　　9．72

5ユ．0　　　5．18

37．2　　　5．55

的．1　　！！．55

2うー．●5　　ユ．97

127・．5　19・07

5とま15　　　5．12

冒i＝98．85

CoMPOSJITION

Vil寸i

（Z BY VOLUME

OF RESIDUE）

9．35

軋91

真．69

年．89

5．65

5．年8

年．95

9．58

句．25

5．35

上！．62

1．匂6

015年

2．句2

2．56

5．り7

1．32

8．26

5．58

冒土Vi＝75．92

t吊iVi／Wi＝0．7LiOcc・／g・

場Methodsin EnzymoiogY Voi・V p・70

如itwas assumed that thc amide groupswefe approxihately

equally distributed between the giutamic and aspartic residues．
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整t刹塵」作りすうことがダ尊と払われるが

、〆舷巨澤琴錦乳で、終掛トキオ牙十終宵サ凍

各藩モ派のて、、ろので、、杏帝葦のふぅ骨は

線少予約とみr♂’し　て　互嘩けち’1、ものと粗われろ

ロ

紡豪の 久過FH

㌔’う骨㌦巨手品〟l

い巨賞与、77　ト。

£やの鼻骨亘月日

と前湾省と　こ1う、晶は一抹二　島

二P仁雪する最逸pHlお揉」季長

転孝、一＿孝一の酵製材ヾ之＿贈敵い人

て諸ノ控と看てみ蹄、誉れ∴㌢れ

乳汁阜暮す」射線膵将」甘・明確r目鼻碍となリ

津脾纏が風解巨J　奥行う場合ド　言、

十．†章二弓雪 β月見草し　てい呑可約麿か濁し＿＼とま



違

われで　工事。
一

書

＼

＼ム
V

一

l

t

、

、車魂如く晶久Se　ヒ＿何

ら机、　も＿旦守針旦」

施主詣守」工牒　う＿＿一＿＿G

、如磨け狛摘晶げそ透　く」亨＿

rJ…奪樽の津線路摩鱒＼嶋書をり＿

仁木坤塵一号舶晶桂、一旦一子
均二＿千一軋り仁、∴了宣ナ寸｛二二も∴圭

手r言‡一Pド牲すう

、一薄　れ′控

匪紗橡斬闊遽」草本

でtあう　と紹書禽尋、汀筆拉

1浄」くわレ、て

紅空守り紅塵目上私通

t　－ト）と　fru一　日　一

転維持エゴぺ／打町

響斗て十　rt。妻　た、

ア
し

■
　
　
　
一
　
　
　
▼

叫
．
Y

ノ
ダ
l
ヾ

〟
才

－
し
■

ね心－座

水嚢魔手舶壷eの蓼酢教案樽

巨。ホ兼 汐牒瀕巌詭凍畑殊汗

島　を鬼牒悠」、 の1
L

l
∫
り
1

一
㌢卜

．∨て

7XJ∂ケ鞭、I琴蟄こ智慧を明ら′

翫一局一紅♂養立十十本猪

勿▼7　巨。　これ簾も琴　播種柁琴豹的

あざか㍉粗鋼の　榊晶seの伯と激巌上作　巨夢孝義

）一。′トフ綿薙さ　胡C晶久酎首、綾のこ相月甥釦轟鋼で　と　ぐ

う六両象箪半牲するふ施す捜／カ㌦華■㌧牒上手、

‰＿二吊∴壷ソ千言I－んP浮華綻射鑑く、控の

麹絢刹お久代 もl
J

，

　

一

1よ

整われる，

終発の　甚学的鱒

†「此輔ぞ拭、嶽日工卦射て－初診ヒ

ヒ1－て、ア　ミ　ノ　厳命芽年と

軒未済アヾ　ノ級か呵モ招けフ　巨。アミ　ノ　酸か
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折の鰭凍、あ　る特定巧　ア　ミ　ノ舶打撃

賢帝う紘澤な詔「、㌣辛㍉∴二滴、N呆錦ア

杵で　沌封ズ・ぐ透　る　二一七」阜旦山明」二匹一軒、

侵響持寄射笹P N　沌＿筆∴墜 ll

＼
＼
＼

フ
二
金
工
i

l
、
雛
五

ヒ

　

ノ

▲

轟

芋∴片孝二」剖五＿一

′　扇的．のいつ、半で・考るが将軒は守、苧岸か7羊

け　水葬鈎 亨　鋸d晶seとイセ功　壊網の　鋸鵡頼少のア　ミ

仁酸朴町低を貫之泉巨わ∴リ一て′＿＿＿孝にN等錦ア

ミ＿ノ露七芽g泉ドお、lて写れ孝・－払渡凄級、仁芋。

SJト5ごドリ　ア　フリ　ルアミドディ　スヲ常軌泳

約日空　ぶ　り本酵壕が㌦斉のバ、ン巨を簿　巨準こ　と

、さ　ら　暑く　Pド　P　芳恩巨J　る　N茅場ア　ミ　ョノ　主硲愈芦粁

て、一画芽碑ア ノ　齢が　射x、の　み　てい　あフ　準　こ　と　褒琴、

も、木調締　射右久穴は　牢欄巧　サブ、温そ－怒攣」㌧平

ら氷り立ち、￥Fの　年纏の　丁でユ予、7ト　持、互

い半分子音のみ宣らす腐蘇　衝トト　日管　蒸過れ

て離日扶トて、、る　も　の　と思われを。
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東商禄をみJび考の妃の舶巌総か娃唾の陀鮫

Rice Pea Spinach Pea Rabbit

Seed seed leaf ieaf muscie iiver brain

（66）（82）　（86）　（192）　（193）（194）

Rm

Fru－1′6－P2　0・7　120　　20

（uM）

Fru－1－P O．3　　　12　　　10

（mM）

20　　　　　3　　　　　1　　　　3

8　　　　10　　　　　0．3　　　4

V

Fru－1，6－P／　l ND央　　24　　　　　2．5　　　50　　　　1　　10

Fru－1－P

Spec土f土c

act土Ⅴ土ty

Mw．of

Subun土t

1●23　　ND　　12　　　　　9　　　　30　　　　　4　　　12

41′000　　ND　28′000－　37′000　40′000　40′000　40′000

30′000

partial

SPeCific O．74　　ND O．735　　　ND ND ND ND

VOlⅧe

Effect of

CPase　一

ND；nOt detect



（ノ揖）

N東綿てミJ鹸碕 の妃鮫．

PEA CYTOPLASMIC

PEA CHLOROPLAST

EUGLENA

SPINACH

RABBIT C一

・RABBIT A

MICROCOCCUS

RICE SEED

‖2日－giy－Ser－tyr－ala一giy………‥（24）

H2N－gly－Ser－tyr－ala…‥‥……‥（24）

‖2肛1eu………………………‥（190）

‖2円一gly………………………　ほ射

＝2N－prO功is－Ser－吋叩rO－ala…‥‥（195）

‖2日－PrO－his－Ser－his－PrO－ala……・（160）

‖2Fトmet………………………（55）

＝2円－91Ⅹ……‥……………・∴



ト逐ノ 守十日てつい　て

蚤か子守巧締えのア ノ　綿拷見ず彪

jすることは、B鵜とJ久謡7㌔。炉8－

幸r抒再　再ママを右折吊r㈹r中OSph拓き囲い巨

費軋太上終審英厳巨より鯛ちかとけフ　吾。

払泉、現先膏ぐ巨鯛漆及永碑確を鉾蛸今寺

か∴とっ巧車線と　し　て、やくり略奪巨ついて琢

老勘に写略督試 ゐヾ司い　られて　いろ。創出久Se

昌運づいても、ウサギ鰭減り剣豪久Sを　を畢－じ巨

関乳頼子われてい春。

射紬乱S鼠　は、痴致せ網野および勧・柏胸骨巨

ネく糸井する鯛紫で、あ．希。＋し．かし晋の久木稗

痛澤ノ嫁ぐ甘く、まド勧・婚約昌薄霧する

Cl久SS‡射dpkSで　と

こkss正　利dohSそ　と

盈石畑漂　CkSSI
が閻jせず、絶っ

甘い。露伴や忙ド

、乞い　牧彦芽曇‖てみたて▼呑

そ、tは、久ふ碑碑巨人　行毎

硯ol乱Seげ、友恥碑格再か属

て　キレ㌦ト刺の梨郷を受け

はLP、路鼻釣針打　ている
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感　レ¶′甘、C偏S韮硯巌∫ei茅必備的等て－釣り、敏

恕嘗宮木トすサ磯廃水守革、巧バレーィト轡目上幸

攣巨汚く笹 ざ　折一々。

Cl久SS t昭　利dpきれSぺ

竃　こ　と　が甘粕Zi

謬齢守立∵鉛毒仏瀦巨

が、港腎と　∫こい揮

考半よっ　てノブ需キ辛

も　射dokS色ヒ 腎と　が塵恕

人一鼻音j東することiJ知られてt、打が、線分隼

ド関与するアミ　ノ厳封司息で、ラr上す→∵芋
鳩餅鴻′7タイβり

0 Gr久喜藩i言S謝f千　路鼻を　N摘‖牛　で、温．えす

撃恕終桑鼻軒綾か挿i言盈えされぞせ紅と作り

、蜜の鐸凍紡壌猪閏が失われ「く　こ　と　軌狛

祭讐蔓巨象啓ヒ終今昔う宰約度持、与ざ・務藩

野鳥－アミノ鼻であると獅多言担ぎ′ご瑚この率

巨より、唇、線蒼が露搾斬纏のうち巧細璃

潜苧綾のア
ヽ

－
L

L
しろあ千綿ノ÷

＼ ラき爾針が牽かれ巨

妙　汗久竃r　孝の　恥紺キトよ　る　∫L再†乳患凰気息

捲、翌の綾ろくの射胡乱Se巨密みられ、C晶‡

享畝と　ぎれ匹。
●一　一一・一一■一、

－■㌦一一′

銅。kSでは、りすキ、、絡肉巨つ、、て最も揮発が

汲んでし、呑。ウアキ、牒目釘創れ転㌣仁日日7る索

1／／
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揉守雄針鼠司るア〟ミノ朗目上仁て・茅Iの恒・の

動く芽ネ〈▼の軽がサ為や轟＿。こ巧か・碑射Jp示

dp最守恒抽　USL招上格麓を存ク衆すう務鼻享

み‾三上　亡‾壷‾拷動て呼、、射線如上半」紅を斗逐一。

こ【「ク芽エーーやり∫∴高級車小才、

纏濾当　てて象壕の

骨のリン楓港と

孝日月すう銀糸作と高吟る

ち譲と′煮豆ウ打ていろ‘′ご）享李鵬拉宴甚嘗夜

鎧、示革轡　折、ニ町てよソ縄壷e挿失渚する
折

、
ヽ
－ 畦　の絶動序、及舟攣巧で臼トン史兼

3号すうも　の　と鳶　も　ら紅璧い　ろ。さ　ら巨

qs・ダキ薮も猪′射て賦与耳鼻三恕煮えられて′し、葱

ク　ここカ年5・▲拷塵は、電子躇音符と日興離し
〃JJソ

てt、篭　と∴整われて　いる。

Drぞ昌1Si言ヂ㌫∴硯高射湖亘牒瀦アミノ朗

練藩をごみ南米γ増車ぬse A UC P万久Se月）を用1－

て淘べ巨。￥の締凝、已栄城ア ノ絡碕塞け

琴巨．そ、ある　こ　とがわ㊥＼フ　吾。さ　左目二・L P鵬e

紆躇巨よろ銅轟Sぞ露伴の教化を剰えし　巨とこ

う、C東城釣下「・紙屋の温酸いイ草い、露伴が

演グ薄み土と町ら、Cを魂写れ賄賂か㌦烙′断て
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漕孝一　ゆる　もの　と考も巨。その綾の新見ト音リ

、釦dDkse　を　CP久Sぞ　月　光柁する　こ　とド

タ性の ダ」7∵確巧融解の筋爛和久ぞ

藷二
／る

－

－
ふ

】

　

－

Ⅰ

－

－

1

t

〉

温亥【
ヽ

／

巨像象て、、＿考呑ことがわがフ　百〇

〈yr亘‥　ぐ本塊で・澤、最初再く痴塵ヲ硯轟でが

妃の…亨i 彪鯛と伺埠巨　ChSS‡利払se巨谷菱努

芋【折るのか筏かき局後頻る拝顔‖て、7K舶痩j

掛闇巌ざぞ猪作巨押すう倉属あよがキレ〆卜融

打弼べろ　ととも巨、射埠桑のヾ●鹿骨ヒ

鉦昭脇息をキク永するか＼革が　仏日トキ　を研い　て
／

べ巨¢　さ　ら巨、控の　玖舟教務巨村すう如風

折絡う摩周辛、C P乱Sや　A　を　摺し、て　亡者威魔アミ

パ鞄稀登り薙げ再γする絃刺を珂べ拝。



／〆ち

賓i孝　泉験方途

努‡轡　泉験覇

番え鴫車おし、て滞庵∴賓絹針忙十千本

刹胡乱Seを碁き痛の

塵∋

顆辛瑠璃‖　了㍉牒郵軒本渡嶺

も、鐸晶射轟軋Se　喜掌れそ、折の乳験巨稀いう

泉で、九分軋新し、嘉風音を鉾い千八や

ヱ箪　銅ol久Se猪纏の利息

鋸巌潤滑代わ融懐け、茅1絢、貰1賓、斉

叉の1巨弘べ卜者捧持準Ltlて拷持フ声

、、¢
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ヨ節　食／窺うオン与られて卑し／ト動琴

辣紹

錮巌S妄議断て＿閂す巻‾愈為バオン作ら　㌦牛車

一
　
巨
・

レ
　
　
・
・
■
■
・
・
、
㌧

華の
～

l

l

l

l

一

身卜

P

を次のよ　うな窟夕を半より刺軋

倉腐右オンと　も　てZ玖′　巨′　L工　N久ノ　払′　怖

∴閂3の卦碗離嫁を嘩い巨∴　み倉′儀メ牙ン軒

数鉱泉呼の楓複が挿画Mと作為よう持鶉登日

華㍑

透す教鞭辛、締約鱒漆を如小円下鳥一打U　線

束十叶紆＝両耳上目丹昭綱目守巨、覇魔

週鶉および綺晶往路膵でl伺い拝絡断淡い冷ま

典∵し十、汽＿モ　P T A　を徐各し　手て

聾渾い　て、各を
lハ
リ

ガも
こ

ン牙ノ
バ
．

ド夏日丁る路傍を刺足し　医。 コ

え
、
／

この緒蕃漆液

偉観巨 良太、祭

トlコ　ー　ル　とJ

7、合僑バオン洛承りわ＼わリ目線痕水狛弔い

巨。慧卜、彗　レート削り麹発き細べる担吟巨

、乳永葦や昌子D T／司　と劇画円　ヒ　作る註　ラ林

耕　し、さ　らい、上紙のノ紅綬ノ針ノ鶴パ　オ㌦／壱蹄も
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恒掛孝私永訣半、E P千月　を紹倒Mヒ肯る諾

う添狩と　巨鳴合の解凍猪鱒と剰えと　巨。

斗攣▼　N摘日牛 絶食塵の温灸

硯扇乱S宅と教官で、あ奇石与droxγ久両川ei〉h画頼

葱藍粗食粗肴孝遽遽丸射3、千晶夏′牙牙射て準じ

㌣彗∵㌃十王∴∵郎局翫 尊久挿ダ揮巌を調川円リン

畷牽乳斬攻（p日伊）久ぎ例日弓郎号」「て？ち、郊炉

適細野恥だ轟々中西再　路次えか翻日夕木組両替鍾

温、粛クこそ、／打か韓日　ンキュ　ベート1㌦巨二　∴yや

愚釣を、氷冷しながら守N斬牒汗、押す増車鱒

し　ト。ム ここへげ君トの　久紺午洛演ぐ■、毎牒轟

つ　を　軒　巨漆ガロ　巨p NれB牛　の　革抑

の間、ユN酢酸ゑ周し、て津よ　二余　巨挿っ　持。

鯨β上蓋牛を稀印しせ笛吟作吋をス苛　椚ト　と　も、蹄

晒ご、と　の鰐客演棒を刺足し　巨。押絶ヒiマ、

N鮎紬埠　を永ド教えて何琢甘東館差招rfフ『こ。
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茅与節　C久晶x7P坤拓e狛；よるC末端アミ

ノ級拷産滴拉逐およびこれ由X円柁押巌Se諸作動足

元

壬鵜かXy門千鶴SeA（C甑e耳）ト音るC芽媚ア

ミ密　拒絶盈功硝笹は次の

¢　諸頼作嘩巨巨CP久S已　月

、Ser偏pr減免∫eを矢猪マ
ヤ’‾、

療輿上溝野手晶烏鮮柁し

な　捜噂に乳立ち、こP久Se

ふ　うド十才率巨㌣工手

げWpr佃解れお酌…
そう歓縛巨、沖e扉

て　めるめ　の　首　相い　持

崩細粒を水で弓菟攣緩

現下で、務拷斗ながら膵鵠L凋水路液き抑

軋猿轡才，亡巨¢終豪
′仁如相加とと月 漂

ヱ7打叫叫lC瑚ニ

虹の感度重言、かき

膵享を研いて官丁 トて凍、

車。
木調痛言　射d轟se　纏轟け、久ユM N一　再申

糾坤紺的セノー郎鹸榔折衷（pH緑）巨洛絡上　海

雪隠断碑辛魔刈1て牒日月㌦」雄前月粧路の旅

先狛護、細担M r“一　服ゼ　絶断淡い目許、ロ）ユ

朝い巨　利d巌se Mと〆捌轟′　LP軋Se書　招♂〆擁ヒ　L

j占¢こそ、久永子で巨。及東泉を盈包材綺循こ、、と
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拾確り、創d。l机e猪怪を利息i「∴∴刃凍上と　し弓

、ウサ　ギ露伺創d巌seを用いて　河輝け爽攣険を行

cp久Sゼ　剰え射言もik耳篭れ射て絶フト．牒

ヒ　し　て　Cか♭由帽¢サー伸一裾」妻十十均一翫）を

図才丁工∴夜友一計上十　て十j㌦＝巨恒経木宰／高一

嘩薄銅像断衆　津が）′　Cかぴ　g、g毒一円ノ　怖識卜十川

潮普′∵孟一興一梅を食むものを塚目、笹∴諸′控

剥製言妨僚友舟を狩笑で持し、、之3豪州の祓え

寒～琴激甚を茄の省。



替え草　薮験緒農

嘗1鞠　を属およがキレ〆ト

本丸験巨おいて洋本瀦凍折目沌諭⑪ず、倉濁

√う　∵ン半よ　り麟謬化され、卑　し㌦ト　釧巨謀　り

慧隊、、担希と象げを自久SS茸利か久々　てl勿桑が希

掛優牒檎千十阜。。絹発を登る ト音森野。 写像

怒檀凋、創。轟se　綿棒剰えの及舟香い、／か属

肇訝ンならか、巨彗　レ　ート刹ぞ、、考る　FP T調警

針瓢か上嶋なあ碑頂瀬暦守力泳守守守康拉湾

叡繁雄＼り舶珂露伴で、みる。及朱・告ぎ二愈鞠を浄

摘し　て　も顧凍露伴げ麟諸北されず、軌および、

輝日射、て一才糾うか胸イオンドよる科溺

濃がお　ら折巨。督巨、良舟等巨官折7月巧

み打恕永日守口場合、幽孝夕声控は考溜り笹尊さ

終審、㌻′鵠フ拷顔の格了巨とヒハ嘗フ　笹¢　てら巨

、丸免許持倉風月　オンとヒも　いたわ7月　を添

師宣　PH場合、倉一風バ牙ン巨よ為窮牽霧摩琴轡－
如発け、終承ぞれ射噴向で、あ？・守十′

十が工船の



／∫ダ

李毛塚から、水鰯靡き創d晶se持、こhSS甘利d緑se

て一くすrT L、ニ　ヒ1ヾ牒月らわ＼ヒ　甘フ　「こ。
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魯　♭象　Aldol仏陀祐吐Kタすする
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孝之啓二　SL相打　産鼻　音弄森

本舶殖月初oL痛棒、前節そ月家綱し戸上ぶ－う半

C久∫S軋餉p仇Seの蹄鉄で牒肴　俊一 巨押す一】季

韓が洛やられ汀がフ　笹。￥　ご千・庫裏 巨　お

焉もぎ、て持、鼻骨ぐ考をJ卑ご恒サ久代十銅やP恒拍車と

、水桶旛　鮎。凱七　で・窮牽岬鼻骨縛合稀　有タ

敬等空、そ　こ　へN乱紺トヰ　　幕煎餅す巻

家電雄がど、のぶ　う巨乳化下ろか

ヒ　巨　よ　り

べ置。締

蜜等寮が日夏‖′て示す¢　恥紺今捧錮扱え倉で弓暮煙

肇那アかが失われ巨p　二組は、氷j掩兼写組織さぞ

準離孝一鼻骨鍋倉棒がSこ紺十施・塞き煎東し、

漆鈴薄日ヰ　巨　よ　り、　二　の

丸猪も　巨∴ものと煮え

轡猪使守程、膵　十千あ

か－chssT料dol丸Seで番

や

Sc吊里　方瓦屋かヾ数えざれて

ら孔、水フ摘 ㌻射（hkS色

リ、　仁摩■「フ　て、斉酵

るこ　と　を示すも　り　ていある

レ／

′一堂L、へ．

r：ブ・1二



（ノ√7）

第29臥　別連呼心持分けるSc描品濃

の・朝鮮



〟♂

ヨ節一　紬Dl久∫e諸′搾1月する　凍痛をアミ

来観骨礫

Kj＝＋て」杵新指針㌢牒車両示上げて本署｛∴射顛－

転e　そ、みろ　とこ線度で、亨作りで・、斉泉 巨　お　い

賀凋、姥の　Cはss王　鍋。㍑se巨為し、てみく観蒸さ

軌等線尿であう　CP久Sそ　把碓巨ぶる卸d吊久Sで　諸

轡払下が漆鱒発巨わい　てもjそ吟ら粧カ　か革

軒j∴弼べ辛。この絹寒　を穿坤蘭巨示すp　が禍

、等親晶S日課、モルヒヒ巨し　てや927渚の　び久5ぞA

数棄棺を持rJフ　ても諸′持雄三」各と、承デ　汀かつ

㌍長上一一才、画一料稽日日巧守牒減封揖中

一琴諸′「狛等身温巨浪サし　巨。ニ巧搾薄絹、水頭

虚子硯DkSeの　Cネ璃卵のアミノ酸が、薄′射て

圃烏十十甘■こ　と　を貴攻守を。蔓笹、CP仇SeA半

よる菅野良太を才か間門存7　巨蹄、牽、め鑑爵経ア

ミ　ノ酸を分牒‖1㌦了鑑醇ア ノ幽明か、埠げ、

及束黙　之　N Hα　を　聞いて津と2、ヱ巨下げ’、姥

雛目し　卜／壕白骨と軋！じ卦献呈二才　フ　て練き、エ」哲

を事℃ とし省。盈孝のC泉城アミノ鏑か呵てい



／∫P

藍ま、慮白骨と　Cfもse月　のモル比モ　ー：久03　～

′汐、押上とトて窄日工＼本条庵折り乳合、￥の虻を…I

こ2日とし　ても紬帖Sゼ諸作り威す宣終り▼ら

れ甘め、っ才。アミノ酸か卿の終凍、隼立や

′　軸′　紬等のアミノ雛が彪離日ているニ

変域ヾ布

鼠甑プ

了
、

ヽ
ヽ

＼

折てカリ、肋se月の白老銅チ巨よる

ノ　繭と男藤し　て　も、已東城からのア

ミ　ノ　綴断碑鼻の硝久持、木綿嫡∋封頼久や　諸

療車守口　て　大き作塚夕噂を鋸音、’首相、、こ　と　と手

首も巧　と終わいう。頗享有絡げ、拳鯛奇の露

密律は、とを硝軋射日等苺巨と写ることが

鷲、∵き　ろ　¢

し　かし　甘がら、水場縮写　射右久∫且　がCP仇～e刃■l

腰畑亨rJっ　ても詩経巨灘呼を受17甘いという

とげ、永二締フ綾子呼巨落花するかも　し折■㌧∵†

板持よ　り、弛薮珊瑚 ザIて鋸d巌seが開演

新約を受けてし　まフ　巨という有能膵も発えら

紅毛。いて、、氷霧の膵、タダ「濁り解奇才園舎二

三線、背こうCP鋸e譜代と剰えし　巨0　絡祭の北は車、

馳硬M m一二払酸頭衝粟　津卵）を守汚い・、絶、



ノ如

メ針周と膚錦上　腐務まをガ〆ゼヰ周千、う温

巨巨緩∴盈虻か解く／∂′DOβX宮′　ユタト十」、土

語を略巨。この上ラ馨を鱗二糖と　し、CP久Se藷ノ控を

射息十十∴泉験や綺草．日毎牒ノすれ才纏められ

羊r、む＼ノ1上。
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〆2

j穿　賓和男轟

嘗l埠ド折、て、茅酵発の露伴か｝一食偽巨よ

り解猪化されす、E P†βドよ　る7乱尊を象け

腎∵い－こ∴とこ　カ＼ら　こ偏S丑　の可取津を　拳度一　打。ち

凱み巨臥晶石久　や千仏痛　等のこ毎Ⅶ硯0晶そ

将、㌻示ド巨わ盲やT Aみた下で弓を作が伴へ伊か

箪敬われう。蔓汽k十Jくま奄鱗箱代挿、払C＋細、久

ぞ・、F2～斗針　子輔巨いトぅてl言祁～銅棒で、考

が　浄鱗牽巨おいてげ、k十の務詭百、、調号露控

澤域、も　う承サト　ご　ら巨をP T／均を冷御仁て

も猪搾り承ダ沌わすれて、、み7　吾。藩卜∴　穿ヱ

萄巨釣、、て、蒼腎との醐て、、損昭　痕恩と塑射

す香　こ　と　符、ら　引那5工鋸亡国久Sや　て・、ある　こ　と　を雄

藩し　巨。

や　ら　巨、矛離葦がCk云‡ていあるこ　と　を
ヽl

げ鞄ものとして、啓う纏、孝之孝、嘗ユ・節で

裔し、、仁子…一局一巳／下川」wP　の務代れり猪がみ

る。通常C晶∫甘利d巌se持、絹ヒんどfru

仁一　P　を鼻骨と　も　r打㌧十㌢の紹牒、引久ざ　宜の



′〆3

翫一吊－P／手相一十P　諸相江1才坪野ド丸でrJ嘩

葱で古布㌣∴｛守＼し・串事箪 ライ板持極畢㍉守仁肇守勢些

淳」」千・あ　り、；Wや縫付、番犬中寺で・の錘∫蔓＿享

封示扶養」グ牒亘㌢竹入やもり　で、ある「。

逐う埠」て寮∴盲、勧鋼筋肉、ホウレンソウ

華互選の柊の」射如久S。ヒ持貸甘リ、来 号　の

覿舶久Se巧露伴卵綾は　C芽痛凄L櫓巨海産iな、、

慧rUU略ちかド」「。

如粥の　射頼乱うそ　トおt、て、純絹創胡乱代将

㌘P乱すぞ月紀柁巨さ　るじし猪′はの承、す、なら的′て

葦㌫∴ら戊／手…一卜P猪愕軋り諌ケが詠吟られる

鞠ヾ、、肝晩射do緑はこなse月紆姥そ弓葦摩ド郵呼を

恕寸な∵′誓穿ヰ射てウアキ、・箭針∴紆

レン　ツ　ウrの

、手ウ

あま　が永七締商号　甥　誉れ￥・’れ、の

釦晶久Sそ　の愕官と尊ヒ吟巨。本魂 ヨ　鋸d沌5ぞ

豊吉、－肝鱗の創dokSe巨、尊卜、J、ウ　レンソウ巧

寒の釦頼乱Sで　は祷閤射頼ASぞ　巨級畝上目、為

こと膵・それ宅、サボ窮牒していろ終唇が婆閥

芦写し　て凍巨す牲酎ヒ鬼と思わだ：為と

し＼
ヽ

、　＿

ノ1

ヒ　て十頂）毎。

凍諸



／‘ダ

粗銅の凝　奄　ドわl、て持、P扁蝕Se〆寮費

㌣瑠肇」打侃別　を 作　し　て　い　る。登り　Pr0十そ鋸モ人｛ク

で㌦兼で、あう　こ‰3号巨摩掃う肇執筆も苧敢行わ

、、ろ¢　兼等　発芽ド礪l　て、擁情がいんげ、ん豆

笥㌢ホこち、－　て、草1R、艶聞杏が泉努巨おいて　誉れ

暫謝ヽ　こ翫e♂）務′苑　を牽私事　と　ぞ　い　る。う　げみ　巨、

鄭パフレ　ンソ　ウの 帝＼ら凋庵‖「∴姉陸前や骨相

覿紆躇す与と、比溝怪が紆鐸前のノまぶり接下

し、右打、艶観の粛蔵ド　註　ソ巌拍紺邑なり、ラ

管＿1鉦高一と∴了手相岬巨　露′げ虻も威すし、ヱ机、

毒潰寝蛸と㌔・フト：ダノご打ちC軋seA壁糟も　巨許

ウレ：〆ソウ　却細孔うも　う　絃持、車轟嫡子別封久ざぞ

浄藩ヒ諸リ富ィ、錘′　手相－しい守と／手相一卜P　猪澤はl　ヒ

射法号　巨像て一　巻。仁か　肯がら　水弗璃享

鞄、タカ′萄巨お、、て持こ甑モ詩作持終り　ら卜す－

、麟葦 観巧金甲そ、九才錮恕享　硯轟∫eの　乙菜摘

－轡がニ！プ九Seド　よIj揮断言折ること　持存l、ものと

洛わ組も。



／dr

芥新見町終館長やす、膚的

風韓丈穿1魂、穿ヱ魂、賓∋絢およか一穿牛

絢再管見ドよ、て、著者持久のよう甘こと爪を

嘲ちか巨指　し終巨。

冒）れ離婚　発芽離ド糾丁る刹訂久官　の肴

鞠（茅1線）

両　親。kse f等、発芽前の永鶉嫡子や巨も

海で花し　て　い　希。発芽巨降し、射右晶久　‾のの　帝確

針乳化化する　∴発芽撒l日昌　巨、鱒家斉咋持最

終　－ヒ差了う‾が、そ　揉路頭押し、3　日　dトラ多作け

八とけり、4日呂．払簿再び諌早する。

囲　発芽絹巨狛丁る　硯轟Sそ　の籍柁げ、餐

藤池夜巨よ　りあぜ　灘呼を受け甘い。

即　即0回軋Sモ　挿凝首線3日　日　昌露伴が濠大

空∵澤∴るま了、こ　の諸撞磯かプ挿、　脇已化佑化　によ

る瀦繁務尊巨よる強のて・、けなし、。

掛）　鋸ctol久Sぞ　　マ　＝／ケアルフォ　ー一　久　を、ホ○

リ　ア　フリ　ルア　ミド子㌦　ス　フ夜風泳廃と酢いて



′〟

叛瀦巨ヾト。水二摘鱒

ほ乳斬巨l蕗、

郵相紺の牽斬巨

のマ　＝／ケ　アルフ

甘）二綾子紹▲

、射如‡久S色　の　マ

猪枕り薄さ　やヾ賓

I畑奪宣言ド働く

予防・支、ガ周郎ド守～∠兼、

肇巨、手招弼発芽ざ璧巨∴水嫡

∫牽、躇帝ド2滴、射晶久S号＿

オームが誉れ￥・・粧呑托上長。

ヌカ周率と細線媚賓印ヒて日義

－レケアかフ才　一　ム綱の謂村紹

作っ　て　い　巨p　こ　の　総身王等、犀

利晶久Sで　巨、賓巨おい　て　東食－

教場といの　在魔手ド宜巨額く　射右を乱Sぞ　とが、、マーレ

牽づ㍉しっォ　ー∴か粧日工受持弓トも町守・みる　こ　と　を

寒露ラ則さ　せ　る。

酎十月く者鋸障子声拷t　買方．増　よ　り　巧　釦do～久9そ　り

瀦髄あま　が紹教化（番え鴇、）

LIJ㍉東新拍針子網二　十㌢カリ脅妄　り∴∴絶牒一計動く

夢ナ～什斉）、Pモ　β　∈　一長日吊PSe　カ　ラムプ　ロ

雪斗　フ、、ラフろ　一、；恒久最長甘一　之DP　カ　ヲ　扶プ　ロ

誓1ト？、’ぅフろ　〆あまか、、pをl障Phpc刷ulDSe　カラ叫

フセてトゲラフっ　一を田いて州d巌Sそを朴飴



／ノア

i P㌦

P）裾恕粥牽き顔＿キ路次宣終演周紆宰J巨

対し　て薮神するこ　と∫巨より、兼均から如めて

利d。l乱Sでの締晶化ド永劫‖守㍉

D）縁られ吾刹溢れSe　樽轟け、尊色 蝉巨写

戒縛晶で、あフ　巨。その夜で∫J亨拘わ汐軌ノ“管’、あ

7　千㌦

拘　束葡菰号陀∴′ダか確から銅品等聖　聾扮

義家滞醸し、最終的巨無品と烙声。この 壌温

ノ肇で、剤巌se　巧　ヒ猪悸膵存73綾　なり、軋

磯紹孝工手／、よう州iU脚卓で、みフ　巨。

揮う　さき、詰

Li）

ろ　二人　プ

ア　′プリ

が減ら

せ）

奪。均一愕（寮ヱ鴻二　番き卑）

於縛流離寮は、ポリア　プリ1レアミドヂ

像訊孫廟才で㌦矛のバ、ントと茅寸、芹やリ

ルアミド優及落顔的ド巧Jで革みこ　と

か　と　なフ　笹。

紅絹晶瀦膏は、戎アキ子斬夕狛1よる′璽軋

星じか町で、㌦1号そ　盈紘骨の打数と闇路、￥搾り

ユ寛ヒ小一苫韓蘭播き暮　し、．由乳忙京町約日拘



／J♂

一十で、為るこ　と　が粥　がが　な，巨。
／

甘）‘宣トN守㌧訝‖ニ　よ

ミノ　覿碩各停、射ズ

ヵ＼ら、斉絹糸窮家持

弓と摘刺て一・ぞト。

瀞、）

リ、縛教酵馨の＼N

の　み　千・あ　フ　巨。　こ

食言華 邁′拇半

洛禍ア

の蕗凍

－であ

夜風侮貰いか勧滝を伺い、′絶品顧葦の

教書、日射え」守㌦■軒商凝牒丞 夜長、1才pエス？

賢、豹リ、こ　巧あか巨のみ／敏白骨かヾ線もそれ桝

直立）のjを泉、杏縛添窮葦膵、孝優、蔓、像思泳顔

、約ド硝ノてい革みニ　ヒが粥ちかと　なっ　区。

弼∵　紹教凍牒闇月」拇沌Sそ　の摩督（第3錦

しり）鐸　解奪寮を　いい、水　廃嫡　掴Dksそ　り

ノ晋的、濱廃館的おJ伊化学的拝啓を

し　巨。

酎　茶粥寮のかき骨を、；亀戸最且拍一　之00を

画し＼卜γ、、ルう 払いより束縛巨。綿琴澱田宮

ヒ　し　て、鰻押測冊晶　′　チ扱靖久沌…沈／ウ

アキ小離日勾射如仇Se，隼昨晩む打直玖ち己　を研いた



ノメタ

ゥ　′γ、ルう過′謬ドよ　る現が丁の分子骨i言再ネロOD

思され巨。

臼）分解薫の食言骨を、翠凰亘分解率麿オ

新芽篭牒守　て剰え卜千㌦ 秀ク、Of％

頑夢も敏雄書ロ叩胤．埠咋路秀頼与○こて、・分 さ行

克、、d眉炉か雄三諭rユ　（紅等。；フリ　ンジ、り薇鹿骨

7才　畑重婚私学痺）の滝をβ、才打率　ヒ不、吟声㌦，ニ？

ヒアミ　ノ鯛倉荷稜から前野手痛比鬼の、フタ笥

嘉鋤　から、茶粥案の余子孝を捲けクβと

㌻二
言1、　　〇

射　杏彪家巧丁でユニ＼7ト

曳、し

壇／与　S P S　市中

りアフリ　ルアミドヂパ　スク笹薮泳動路を困い

明て礪べ卜∴矛綿牽け、S P S芋○リアフリノレア

ド凰乳弥勧て、∴　孝′雪穴、ントと甘7　7㌦　こ

のドントの／余子骨を、碑攣 料肇∵（㌢牒号計

融♭最古軋、ウつ「ガ、露伺紺olれSも、Cy佃hrP肌色）

の縛勧夜と虻奴し　て、町βの0　ヒ兼良l　卜。こ

の喪濠がち、孝商家は、射′08㌧D　の卑し、、食う

壕のすすき〇、7ト見場や＼ら衆リおっこ　とが滴

らが　と　なフ　隼．



ノア0

〔幻　；叫h久右打年一　之かロ

きじ′かこ町逐あま

デ㌦ ウ
ノ

ス 慶

巻」弓戊や踊セ∴十†笑㌦

ドよ　る　ゲルラ シ患、恕

S　ホ○リ　ア　フリ　ル　ア　きト

縛寛が‾ら、本媚発句企

射　革啓蒙句風嵐p侶言、碁管fru高ぶや一局嶋

ィ嘉対ロ中細再丁目FH即へ釦とヒヒ敗的みく、

瑚ノ古、fruc頼ぞ一巨㍉症中止十亘珂17や、P日

毎と扱、、風嵐津て、tあフト。孝卜、孝酵驚けpH

g～紺巨あいてた級的ヰえぐあっト。

け）審鯛寮の巌叡温屠持、友永、蹄画を　川か

と　と　㌻こ蹄、、拘わOcで・第7　吾。・諷巨、蝕を丸∴作

巨つ、、て　は、加クC　てい失藷が凄置う　り、符Oこ　て、、l言

、扁木鶏－の碑務謳棒が句，旗。

酎一　阜 祭のU∇スべレフト　ラ　山持、之7∂／恥勅

巨砲入ビーフがめ，声。音声、市花軒ド膵娘

しわ　鯨ph。冊再射、て、矛酵祭り等乾き、き

剰え」「㍉…牛℃上長耳目、2㌦月、．封沌一丁て、tアユ

蜂朝温侵　し卜。妬毎日的そ　洛液pH笑9丹牡‡て購クー

与れSe滝姥が尭められ」笑。一湧∵ト、ノ敏白骨の　上的



／7／

甘利の弧終い可JP山嵐巨のみ観象され卜∂　この

鱒凍、孝窮費の戸は、ス律勿うこ　とが明ら声＼

と　甘7　年＿〉【P

uo）　什蹄寸pse　おJが　fr仏CTo化リン離エえ亨′レ打弔

い‾て本線泉の鼻骨脾贋作と礪べ巨。斉商号は

、fr揖00ぞ－　トphp中久木　およびf佃hsで一　局

－♭；sp転恒Ⅰを　を鼻骨と　上手七が■・木肌寸ose一　占一

画坤神石おお　か、有射豆se　挿鼻鼻　とと　なかっ汽

Ul）fru両Sや－／′いいS函SFh乱寸eあ茅ひい予r鵬寸OSe

－トp恒緑木を鼻骨‥ト蹄功卵揮え教を
、L偏肘e久脚一臥沫　ブO U、7トか　ら串、吟行。fr川南

駅－し昌一♭叫拍沖久十←巨耳すうk上値は、7x′『7

円、尊R fr択十のSや　－l一再中れ恒ll押す篭れ

趨膵、3、3日㌔Mで、あっト。

U之）芽酵賓のア　ミノ鍼か轡を、JモOL JLC－

摘∫　を聞い　て行なっ　た。屠針訂加水か きま牛

弼慕う音がフ之峰岡行い、それやI杵をア　ミノ酪

了銅棒r㌣如侶巨0　ア ノ朗凍れ塞七十十己は、

紬．、叫・、射れ‥　しそ机‥　Thr・　L／∫一　指－ピーが



′72

ききかフ　ト。

刷　務鯛茸の

冷凍口　車＿。∴P－N

Uか詑・められす、、

卜∴サむ辛∴孝

N穿橘アミ　ノ　純を”D N P　渚ぐ

P化され作アミノ　離日キ＋牒鋸時

々　れi盲∵♭トトP　一　鋸Y．ぐあ，

て、、あ詣こ　と　が18月ら

費の　N菜摘ア　ミノ　汚像持、鮎．

がと　7才っ　巨。

岡　本商魂チ刺謝れSそ　の久義・フ緻壊

しl）本番牽膵、食、腐巨より賦謬化されす、、

普巨思／属彗　レ′ト音車1よ　り了且牽ざれない〇　二

の喪濃から、暮薗考寮は、C久汀丑新品や　で、な

いこ　と　が弼ちかと甘フ　巨。

国　産骨箱花子巨おいて形赦す呑酵貴鼻骨

組合蜂を、水菜化ホウ ナトリ　ウ　山　き嘩、、て

温乳し　たと；ろ、解凍諸鱒が永われト。これ

持、姻家再芳作中UのLys、碑思ヒ鼻骨のdik西隼

批摘れ已　恒SpkTa　とが弄う取する阜頼子　通牒を

温風」トトのt、める。二の鱒泉ヵ＼ら、77く鯛碑

等刺繍久Sモ　ほ、詭柁甲心、巨与St　が希たす肴・

日久SSt　射d晶Se　ぐあること　が明らゎ＼と　なフ　巨



′73

ヽ
l
一
′
，

）
ノ

〈
　
／
し

一
／
し

温軍C久久SST銅品Sで　き一払病弊押r躯已パ

〔Pぬ上して二分埠すうと＿、￥の　C東三城アミリ二線

が麻終了二転十線秀才務璃 が失われ一巻やY、、水

って　も諸せせが失われ仔が，持。この持凍ヵ、ら

、永プ摘嬉子パ局巌Sでlよ、枕の利doh∫ぞと　奨甘

㌢∴孝明　C末鳩乱綾巨持諸柁ド」鳩jすうアキ

ノ　級菊ヾ為希し　けいこ　ヒ　カヾ朗らかいけフ　巨。



し／7宰）

線虜の＿一番塵

軋乳木おいて、如凍て捲憫

む随感轟」∴十絹膏十工上ザ守烏仁∴笹透」盈

巨藤線弛。宣∫亡の碑免巨∴すね甘

7
－
－
・
・
⊥

痩痕工科巨ごと持・密度等孝養を二乱丁甘瓢込

上湧■しら木耳十守丞∴絶品麿孝と風上て戊」β

短夜＿良甘凍舟横棒の㌦卵と明ら∴畑土土工
旦誼絶縁圭の＿発芽拭軋教主轡楓射て耳寺A

t

＿　　　一　　　　　　　　　一　　　1、　　　　　　－　－1　　　▼一　一　　　　　一一1　　■t　　　　、一　‾‾　l　…■練乳五風土風上予ニー石工∴翫軋れ五九五旦捜
し

、　　　．　　　一　一　・一▼M一一一一　1・　一　一、　－　一・　一　一、一・l一一　　一一　　ゝ　一　一日1－．．一・一　一・‾

〉　　　　　　　　i

徽木あ⊥木と“風とられる∴∴

貰。：亀等一　C1日

：■il、二’日



／74

勧∵覇．

覇も終ぎあれあ…k畑　終橘絡碩丁目晰絹阜

修摺凰 ・も換わ，祈甘露凰軒家磯∴新ヰ桑沼的

綬‘て乾酪、－　托し37。きた壕

TJ打吉良の

封さ　か・・常食

食と与えられ釆拝観胤務東泉を等椚

紅宰厚　く歴勘の食とあわしi牒トト■ト与十十孝

御免の亀得にあた弓、老練モ鑑乾　してIl取材

∴kム線招致篠町政祉∴盤藍・じt倉 し　て

竜の抑乳見てをえられk明露観菓碑試愈
＼

轡敬新見呵ふは周縁虎綽修士K謬 lt　か　し　き　す

。でJお水轟薇与Ald。Ia与色　の教細の新党者ていあ

上　水新亀lてあ率っ　て　も終崩御

竜もい択捉▲き　ま　L朱

料亙風牒傲鹿

し　まず。

尊大牒鬼

歌え芙乳亨折虜

局　毎脚鋼

線、離山

く緻断の葱．息



References

（1）　MeYerhof，0．　and K．Lohmann

Biochem．Zeit．271，89（1934）

（2）　Fischer，E．　and J．Tafei

Berichte（Beriin）空，1088′　2566，3384（1934）

（3）　Fischer，H．0．L．　and E．Baer
Helv．Chim．Acta　19，519　（1936）

（4）MeYerhof，0．and K．Lohmann

Naturwiss・壬生，220（1934）

（5）　MeYerhof，0．　and W．Keissling
Biochem．Zeit．　279，40（1935）

（6）＼Meyerhof，〇・，鱒・Lohmann and P・Schuster
Biochem．Zeit．　286，　301，319（1936）

（7）　Meyerhof，0．

Buil．Soc．Chem．Biol．20′1033，1345（1938・）

（8）　Meyerhof，0．

in　一一The Enzymes”，Ⅴ01．Ⅱ．p．162（1951）

（9）　Tewfik．S．　and P．K．Stumpf

Amer・J・Botany・塾，　567（1949）

（10）　Fewson，C．A．．　M．AI Hafidh and M．芦ibbos

Plant Physiol・ヨ1，402（1962）

（ll）　Horecker，B．L．

J．Ceii Comp．　Physi01．　54，Suppi Z，P．89（1959）

（12）　RutterバれJ．

in”Ther’Enzymes’一，2nd Ed．V01．5，P．361（1961）

（13）　RoseJ．A．　and E．L．0－conneii
J．Bioi．Chem．　244，126（1969）

（14）　Fluri，R．，　T．Ramasarma and B．L．Horecker

Eur・J・B土ochem・主，117（1967）

（15）　Rutter W．J．　and J．R．HunsieY L

建一’Methodsin EnzYmOlogY”呈　P・480（1966）

（16）　Harris，C．E．′　R．D．Kobes，D．C．Teiler and W．J．Rutter

Biochemistry　8，　2442（1969）

（17）　Kowai，J．，　T．Cremona and B．L．Horecker

Arch・Biochem・BiophYS・′　裏4′13（1966）

（18）　Louthardt，0．，　E．Testa and H．P．Wolf

Heiv・Chim・Acta　旦旦，227（1953）

（19）　王子ers，H．G．　and T．Kusaka

Biochem．Biophys．Actall，　427（1953）

〔ノアナ）



（／7ふ）

（20）

（21）

（22）

（23）

（24）

、　　　l

（25）

（26）

（27）

（28）

（29）

（30）

（31）

、（32）

（33）

（34）

（35）

（36）

（37）

Penansky，R．J．　and H．A．LardY

J．Biol．Chem．　233，　365，371（1958）

Blostein，R．　and W．J．Rutter

J．Biol．Chem．　238，　3280　（1963）

Penhoet，E．　T．Rajkumar and W・J・Rutter
Proc．Nati．Acad．Sci．　USA，　56，1275　（1966）

I，euthard，F．　and H．P．Woif

Helv．Chim．Acta　37，1734　（1954）

恕霊誓呂≡；志望品：

Drechsler，E．R．．
J．Bioi．Chem．

Spolter，P．D．．
J．Bioi．Chem．

Warburg，0．　and
Biochem．Zeit．

R．L．Heinrikson and C．NoYeS

B土opbys・169．262　（1975）

rp．D．BoYer and A；G，Kowalsky

234，　2627　（1959）

R．C．Adeiman and S．Winhouse

240′　1327　（1965）

W．Christian

314，149　（1943）

Rutter，W．J．

Federation Proc・呈呈，1248（1964）

Grazi，E．′　P．T．Rowley，　T．Cheng，　〇・Tchola

and B．L．Horecker

Biochem．Biophys．Res・Commun・主′　38　（1962）

Morse，D．E．　and B．L．Hotecker

Advancesin Enzymoiogy　31，125　（1968）

Grazi，E．．　T．Cheng and B．L・Horecker

Biochem．Biophys．Res．Comun．1，　250　（1962）

Horecker，B．L．t P●T．Rowley′　E・GrazIT T・Theng

and O．TChola

Biochem．Zeit．　338，　36　（1963）　　　　　　　　ノ

Speck′W・C・Jr・′　P・T・Rowley and B・L・Horecker

J．Amer・Chem・Soc・堕，1012（1963）

Rose，Z．A．　and E．L．OTconne11
J．Biol．Chem．　244．126　（1969）

Rutter．W．J．　and K．H．Ling

Biochim．Biophys．Acta　30．　71（1958）

Bioom，B．　and Y．J．Tapper
Science　124．　982　（1956）

Christen，P．　and J．F．Riordan
Federation Proc．　27，　291（1968）



ぐ／77）

（38）

（39）

（40）

（41）

（42）

（43）

（44）

（人45）

（46）

（47）

（48）

（49）

（50）

（51）

（52）

（53）

（54）

（55）

（56）

Christen，P．　and J．F．Riordan

BiochemistrY　1，1531（1968）

Riordan，J．F．　and P．Christen

BiochemistrY　8，　238　（1969）

Graz土．E．

Biochem・BiophYS・Res・Commun・堕′　106　（1974）

Cash，D．J．　and Z．B．Wiison

J．Biol．Chem．　241，　4290　（1966）

BrandIK．　and B．L．Horecker

Arch．Biochem．Biophys．123，　312　（1968）

Horecker．B．L．．　S．Pontremoli．．　C．Ricci and T．Cheng

Proc・Nati・Acad・Sci・堂，1949　（工961）

Pugh，E．L．　and B．L．Horecker

Biochem・BiophYS・Res・Corrmun・呈互．360　（1967）

Ptlgh，E．L．　and B．L．Horecker

Arch．Biochem．Biophys．122，196　（1967）

Hoffee，P．A．，　C．Y．Lai，　E．L．Pugh and B．L．Horecker

Proc・Natl・Acad・Sci・旦Z．，107　（1967）

Brand′K．，　0．Tsoias and B．L．Horecker

Arch．Biochem．Biophys．130′　521（1969）

Warburg，0．　and W．Christian
Biochem，Zeit．　314，　399　（1943）

Kobes，R．D．，　R．T．Simpson，　B．Vallee and W．J．Rutter

BiochemistrY　8，　585　（1969）

Richards，0．C．　and W．J／Rutter

J．Biol．Chem．　236′　3185　（1961）

Caprioli，R．　and D．Rittenberg

Biochemistry　8．　3375　（1969）

Modei，P．，　L．Ponticorvo and D．Rittenberg

BiochemistrY l′　1309　（1968）

Miidvan，A．S．′　R．D．Kobes．and W．J．Butter

Biochemi畠try　10，1191（1971）

Whittaker，R．H．

Science　163，150　（1969）

Lebherz．H．G．，　R．A．Bradshow and W．J．Rutter

J．B土01．Chem．　248′　1660　（1973）

Lebherz，H．G．　and W．J．Rutter

J．Bioi．Chem．　248，1650　（1973）



r／ア草ノ

（57）

（58）

（59）

（60）

（61）

→（62）

（63）

（64）

（65）

（66）

（67）

（■68）

（69）

（70）

（71）

（72）

（73）

（74）

（75）

BaitN．J．′　M・R・Pait P・S・Murthy

Arch．Biochem．Biophys．168，

BaitN．J．′　M・R・Pair P・S・班urthy

Arch．Biochem．BiophYS・168，

and T．A．Venkitasubramanian

230　（1975）

and T．A．Vef決i七asubramanian

235　（1975）

≡‡霊ふヲ・芸主遥芸三．M霊芝bs132，145（1967）

慧宗主霊蕊：Ⅴ‡宗冒≡㌣1言富子E妄言らPr講書；）

芸…ニ芸：′B土≡ニ≡霊霊喜。h…票≡主写：Gr言器（1973）

…言霊禁誓・ぷ予言三号・P需号冒）

≡琵認諾：J畠土。詳録R譜もEap盲拭1563（1975）

監禁S藍。h慧B≡諾意dd王；，，65。（1966）

≡諾言霊eY；霊Z…i誓utB孟宗f。1．。hem．348，354（1967）

≡詫言息霊。蓑誓芸三豊d王39．460（1如）
Russeil．G．K．　and M．Gibbs

Biochim．Biophys．Acta132，145（1967）

Baba，T．
Biochem．Zeit．　275，　248　（1943）

富子u芸霊17・きよ汎176′　233（1948）

Sanwai，G．G●　and P・S・Krishnan

Enzymologla　23．249（1961）

≡ヲn冨崇：G去Gind誓esヲ・Si言霊Sh；冨芸（195，）

Sanwal，G．G．　and P・S・Krishnan
Enzymol091a　21，177　（1959）

Quinian－Watson，t・A・F・
Nature　67′　1033　（1951）

Quinian－Watson，T．A・F・

Biochem・J・ai，457（1953）

諾霊：R叢si喜誓言をヲ●P芸芸器；il（1965）



（／7り

（76）

（77）

（78）

（79）

（80）

（81）

（82）

（83）

（84）

（85）

（86）

（87）

（88）

（89）

（90）

（91）

（92）

（93）

（94）

Clark，R．B．

Crop・Sc土・旦′　593　（1966）

Kobashi，K．，　C．Y．Lai and B．L．Horecker

A誉dh．B土ochem．B土ophys．117，　437　（1966）

Horecker，B．L．　and P．Z．Smyniotis
J．Bioi．Chem．　212，　811（1955）

Wiiiard，J．M．，　M．D．Schuiman and M．Gibbs

Nature　206，195　（1965）

Wiliard，J．M．　and M．Gibbs

Plant physiol・空旦．793　ほ968）

Sia，C．L．　and B．L．Horecker

Biochem．、BiophYS・Res・Commun・里′　731（1968）

Rapoport，G．L．′　L・Davis and Horecker

Arch．Biochem．BiophYS．132，　286　（1969）

Davis′L．C．，　L．W．Gracl’，　G．Ribereau一gaYOn

and B．L．Horecker

Arch．Biochem．Biophys．140．　215　（1970）

Ribereau－gayOnlG・l T・Ramasarma and B・L・Horecker

Arch．Biochem．Biophys．147，　343　（1971）

霊ム三品三・三n芸ニ…諾票三言；言誓言詰彗三言鍔r

Anderson，L．E．　and Z．Pac01d

Piant Physiol．　49，　393　（1972）

Anderson′L．E．′

Arch．Biochem．

Lebherz，H．G．

B土ochem土S七ry

Penhoet，E．E．′

BiochemistrY

Johnson，L．W＿．．

J．Bioi．Chem．

R．L．Heinrikson and C．NoYeS

Biophys．169′　262　（1975）

and W．J．Rutter

旦′　109（1969）

M．Kochman and W．J．Rutter

旦，4391（1969）

and S．F．Veiick

247，　4138　（1972）

Orevi，M．′　E．Gorin and E．Shafrir

Eur・J・Biochem・里，418（1972）

Grershon，H．，and D．Gershon

Proc．Nati・Acad．Sci・U・S・A・ヱ旦′　（1973）

Kawachi，T．，　N．Tanaka，　K．Kogre and T・Sugiura

Biochim．Biophys．Acta．　320．　59　（1973）

Zeelon．P．，　H．Greshon and D．Gershon

BiochemistrY　12，1743　（1973）



（／蛮り

（95）

（96）

（97）

（98）

（99）

（100）

（101）

（102）

（103）

（104）

（105）

（106）

（107）

（108）

（109）

MacDonnell，P．C．　and O．Greengard

Arch．Biochem．BiophYS．163，　644　（1974）

Mennecies，F．　and J．－C．Dheyfus

Biochim．BiophYS．Acta．　364．　320　（1974）

Anderson，P．J．

Biochem．J．140，　341（1974）

Mainwaring，W．Z．P．，　F．R．Mangan，　R．A．irving and D．A．Jones

Biochem．J．144，　413　（1974）

耳0芦ter，J．F．，　R．G．Slee and J．Fernandes

Bidchem・BiophYS・Res・Corrmun・旦旦，289（1975）

もebherz′H．G．

J．Bioi．Chem．　250，　5967　（1975）

Lebherz，H．G．

J．Bioi．Ch占m．　250，　5976　（1975）

でake0．K．

PhYtOChemistry，旦，2127　（1969）

ishikawa，H．，　K．1shikawa and S．Usami

Plant　＆Cell PhYSiol・主ヱ′　196　（1976）

HumphreY，T．J．，　S．Sarawek and D．D．Davies

Planta′135′　256　（1977）

Sarawek，S．　and D．D．Davies

Planta，135′　265　（1977）

Sarawek，S．　and∴　D．D．Davies

Planta，135，　271（1977）

Hartman，F．C．　and J．P．Brown

J．Biol．Chem．　251′　3057　（1976）

鰯普㌔瑠踏組■げ駄鹿野
、　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

ヰ上奮掲
白叩き乙　　　ヱ，（1935）

′考
盆著

聞
豪
H

ヽ

■

l

′

01ュ（

（111）巌押立，
撞着象

蒸／ 薗ラ各

互．　90　（1955）

か一膝組．ヤー・l港
73．　404　（1960）

（112）　Barton．も．V．

Plant・Physiol・主星．suppl・（1957）

（113）　Ogawara，K．　and K．Oho

Buli．Sch．Educ．　Okayama Univ．1．（1955）



r／♂り

（114）

（115）

（116）

（117）

（113）

（119）

（120）

（121）

（122）

（123）

（124）

（125）

（126）

（127）

（128）

（129）

（130）

（131）

（132）

Ogawara，K．　and K．Ono

Japanese Gibbereiline Research Association

First symposium on Gibberellin ResearchinJap革n（1957）

Ciagett，C．0．

Plant phys土01・三三．（1958）

や席稽古
最良虚　　　空，1551（19が）
Mittai，S．P．and N．Mathur

PYSiologia piantarum　187798　（1965）

Fiiner，P．　and J．E．Varner

Proc・二Natl・Acad・Sci・USA・58．1520　（1967）

Jacobsen，J．V．　and J．E．Varner

Plant Phys土01　42．1596　（1967）

Yomo′H．　and J．E．Varner

Curr・Top・Dev・Bi01・互，111（1971）

Bennett，P．A．　and M．J．Chrispeels

Piant PhYSioi・49＿，　445　（1972）

Ashford．A．E．　and J．V．Jacobsen

Planta　120．　81（1974）

Lai，C．Y．　and T．Oshima
Arch．Biochem．Biophys．144，　363　（1971）

Ting，S．M．，　C．Y．Lai and B・L・Horecker
Arch．Biochem．BiophYS．　144′　476　（1971）

Ting，S．M．，　C．L．Sia，　C．Y．Lai and B．L．Horecker

Arch．Biochem．Biophys．144，　485　（1971）

言霊；芸i苧・。hem．167，847（19動
Horecker，B．L．　and A．Kornberg

J．Bioi．Chem．175，　385　（1948）

SibleY，J．A．　and A．L．Lehninger
J．Bi01．Chem．177，　859　（1949）

Allen，R．J．L．

Biochem・J・墾′　858　（1940）

同湾　指紋銀

小商奇か瞬常夜煎匪号〆驚け　栗鼠弧線

LowrY，0．H．，　N．J．Rowebrough，　A．L．Farr and R．J．Randall
J．Bioi．Chem．193，　265　（1951）

Vanes，W．L．　and J．H．Wisse

Anal．Chem．　61．135　（1963）



〔／あり

（133）

（134）

（135）

（136）

（137）

（138）

（139）

（140）

（141）

（142）

（143）

（144）

（145）

（146）

（147）

（148）

（149）

（150）

（151）

Warburg．〇・

Biochem．Z．，

and W．Christian

310，　384　（1941）

Ornste土n，も．

Ann．New York Acad．Sci．121，　321（1964）

Dav土srB．J．
Ann．New York Acad．Sci．121，　404（1964）

Wiliiams，D．E．＼and R．A．Reisfeld

Ann・∵New York Acad．Sci．121，　373　（1964）

Gabrie1，0．

．7methodin EnzYmOiogyH vo1．XXⅡ　p・578

でakeo，R．

Comp・Biochem・PhYSi01・里′　543　（197Q）

Susor，W．A．，　E．Penhoet and W．J．Rutter

HMethodin EnzymologyII vol・Ⅹも工　p・66

動橋結局
化学婚利　　一t生殖の紗牌強才を●，p・3
PeanaskY，R．J．　and H．A．Lardy

J．Bi01．Chem．　233，　365　（1958）

Swnson，A．D．　and P．D．BoYer

J・Am・Chem・S01・ヱ旦′　2174　（1957）

Jagannathan，　Singh and Damodaran

Biochem・J・93＿，　94　（1956）

Richards，0．C．　and W．J．Rutter

J．Biol．Chem．　236，　3177　（1961）

Green′J．R．

Proc．Roy．Soc．　48，（1890）

Kurasawa，S

J．B土ochem ′　貴蒜；
H．Kurasawa and T．Zto

吉子y去宣言iチ・芸罷m．A・至ラ賢ee琶9a㌍9品T・Cori

Pogell′B．M．

Biochem．Biophys．Res．Commun・主′．225　（1962）

SarngadharanlA・r B・Watanabe and B・M・Pogeii
J．Bi01．Chem．　245，1926　（1969）

Eley′J．

Biochem・旦′　1502　（1969）

Carminatti，H．′　E．Rozengurt and L．Jimenez

Fed・Eur・Biol・Soci・Lett・旦，　307　（1969）



（152）

（153）

（154）

（155）

（156）

（157）

（158）

（159）

（160）

（161）

（162）

（163）

（164）

（165）

（166）

（167）

（168）

（169）

r／射り

Rattazz土，MLC．

Biochem．BiophYS．Acta　181，1（1969）

GracY，R．A．．　A．G．Lacko and B．L．Horecker
J．Bioi．Chem．　244，　3913　（1969）

Guha，A．，　C．Y．Lai and B．L．Horecker

Arch．Biochem．BiophYS．147，　692　（1971）

Alarcon，0．′　F．Gonzalez，　H．Fiores and F．Marcus

Biochem．Biophys．Acta　227，　460　（1971）

Lai，C．Y．　and C．Chen

Arch．Biochem Biophys．144′　467　（1971）

Kochman′軋　and D．Kwianoska

Arch．Biochem．Biophys．152，856　（1972）

冨豊吉呂芸晶子・芸i。PhYS．A。ta　29，1。，（1956）

Stellwagen，E．，　and H．K．Schachman

Biochemistry　1，1056　（1962）

Lai，C．Y．，　N．Nakai and D．Chang

Science　183，1204　（1974）

La土，C．Y．

Arch．Biochem．Biophys．166，　358　（1975）、

Deai，W．X．′　W．J．Rutter and K．E．Van Holde

BiochemistrY　2，　246　（1963）

Andrews′P．

Biochem．J．　96　595　（1965）

Yphantis，D．A．

BiochemistrY　3，　297　（1964）

Weber，K．　and M．Osborn

J．Bioi．Chem．　244′　4406　（1969）

淋　櫨を′封鳴動困
膚白骨、扱酪・酵素　　旦ユ，304（1972）
Svensson，H．

Acta Chem．・Scand・き畳，325　（1961）
土b主d　　　　　ヨ互，456（1962）

呈旦′　820　（1966）

Moore，S and W．H．Stein
HMethodsin EnzYmOiogy”　Ⅴ01．6　p・819（1963）

Eveieigh，J．W．　and G・D・Winter

－Tprotein Sequence Determination一一　Beriine p・91（1970）



りぎり

（170）

（171）

（172）

（173）

（174）

（175）

（176）

（177）

（178）

（179）

（180）

（181）

（182）

（183）

（184）

（185）

（186）

（187）

Hppre．S／

J．Bioi．Chem．　238，　235　（1963）

Edlelhoch

BiochemistrY　1，1948　（1967）

Sanger，F．

B土ochem．J．　′39，　507　（1945）

SiegeitL・M・　and K・J・MontY

Biochem．BiophYS．Adta　112，　346　（1966）

Schachman，H．玉．

一’Methodsin EnzymoiogY一一　vo1．1　p．70

Cohn，E．J．　and J．T．Edsali

’一Proteins Amino acids and Peptides”　Reinhoid　（1943）

言？n昌…芸i苧・昌益m．M・誓う冨：Nu王髭ngt19雷昌子ang and A・K・Balls

六鹿索毒′人命正風．お嫁輝男膏ず

濠白吼液酸、終車　建．1127（1970）

后ヰ繕一′点、誘泉魔．笠背離－．金岡絡げ，凋デス葵良

い動ヒ官吏験鴇鬼lrタン′ヾワ酌化′写了′　東京化′細入p．121

Rose，Z．A．　and S．V．Rieder

J・Am・Chem・Soc・望′　5764　（1955）

Topper，Y．J．，　A．H．Mehler and B．Bioom

Sc土ence　126′　1287　（1957）

Rose′Z．A．　and S．V．Rieder

J・Bioi．Chem．　231，　315　（1958）

LailC・Y・′　0・Tcholar T・Cheng and B．L・Horecker

J．Bioi．Chem．　240，1347　（1965）

Anai，M．　C．Y．Lai and B．L．Horecker

Arch・Biochem．Biophys．156，　712　（1972）

Hartman，C．　and M．G．Weich

Biochem・Biophys・Res・Commun・51，85（1974）

Kobashi，K．　and B．L．Horecker

Arch・Biochem．Biophys．121，178　（1967）

Foik，J．E．　and J．A．Gladner

J・Bi01．Chem．　235，　60　（1960）

Rutter，W．J．，　0．C．Richards and B．M．W00dfin

J・Bi01．Chem．　236，　3193　（1961）

（1977）



（／♂㌻）

（188）　Wells，J．R．E．

Biochem．BiophYS．Acta　167，　388　（1968）

（189）薮内癖乞、′瑚化呼膏打数洛丸
日膿化総、　　坐′　591（1972）

（190）　Cremona，T．

G．Boy．エtal．102，　253　（1968）

（191）　Aiien，B．，　R．Gracy and H．Harris

Arch．Biochem．Biophys．155，　325　（1973）

（192）　Kawahara，K．　and C．Taanford

BiochmistrY　5′　1578　（1966）

（193）　GracY，R．W．，　A．G．Lacko，　L．W．Adeiman and B．L．Horecker

Arch．Biochem．Biophys．136，　480　（1970）

（194）　Lee．Y．　and B．L．Horecker

Arch．Biochem・．Biophys．162，　401（1974）

（195）　Penhoet，E．E．，軋／馳Chm早n and W．J．Rutter
Biochemistry　8，　4396　（1969）



細・■可

細事う

（旬2－1）

叶㍗HJロケ銅

略す辻Yぞ

左耳‾。巨細

f
l

■
　
，
、
u

恥伍∨一．ft●

巌淀




